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現
在
揖
斐
川
町
で
は
、
近
鉄
養
老
線
、
樽
見
鉄
道
樽
見
線
の
２

本
の
鉄
道
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
、
マ
イ
カ
ー
の
普
及
な
ど
で
鉄
道
の
利
用
者
が
減
少
し
て

い
ま
す
。

町
に
は
、
か
つ
て
名
鉄
揖
斐
線
、
名
鉄
谷
汲
線
も
あ
り
ま
し
た

が
、
平
成
１３
年
１０
月
に
揖
斐
、
谷
汲
ま
で
の
路
線
が
廃
線
（
平
成

１７
年
４
月
に
名
鉄
揖
斐
線
全
線
が
廃
線
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
あ
る
公
共
交
通
機
関
を
な
く
さ
な
い
た
め
に
も
、
積
極
的

に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

鉄
道
、
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
は
、
高
齢
者
、
児
童
・
生

徒
、
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
な
ど
の
交
通
弱
者

の
「
足
」
と
し
て
不
可
欠
な
存
在
で
す
。

公
共
交
通
機
関
の
利
用
者
減
少
は
、利
便
性
の
悪
化（
運
行
本
数

の
減
少
な
ど
）、ま
た
は
廃
線
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
近
鉄
養
老
線
、
樽
見
鉄
道
樽
見
線
な
ど
の
鉄
道
を
積

極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
併
せ
て
、
駅
へ
は
バ
ス
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
環
境
に
や
さ
し
い

自
動
車
か
ら
は
、
燃
料
（
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
）
を
燃
や
す
こ

と
で
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。
鉄
道
は
、
多
く
の
人
や
物
が
一
度
に
輸
送
で

き
る
の
で
効
率
的
で
、
排
出
ガ
ス
の
削
減
が
で
き
ま
す
。

・
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応

町
で
も
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
鉄
道
な

ど
の
公
共
交
通
機
関
は
交
通
弱
者
の
方
で
も
安
心
し
て
外
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
自
動
車
な
ど
と
比
べ
事
故
に

遭
う
こ
と
も
少
な
く
、
安
全
性
が
高
い
で
す
。

・
時
間
が
正
確

自
動
車
で
の
移
動
は
、
事
故
や
渋
滞
な
ど
で
予
定
通
り
に

い
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
鉄
道
は
ダ
イ
ヤ
ど
お
り
に
運

行
さ
れ
、
心
に
余
裕
が
生
ま
れ
ま
す
。

・
自
ら
の
健
康
を
守
る
こ
と
が
で
き
る

自
動
車
は
現
在
地
か
ら
目
的
地
近
く
ま
で
の
移
動
を
可
能

と
し
便
利
で
す
が
、
健
康
に
は
欠
か
せ
な
い
「
歩
く
」
機
会

を
奪
っ
て
い
ま
す
。
鉄
道
で
の
移
動
は
、
バ
ス
停
や
駅
ま
で

な
ど
、
適
度
な
運
動
を
確
保
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

鉄
道
を
使
う
と
よ
い
と
こ
ろ

揖斐駅に入る近鉄養老線

風鈴で訪れる人を迎えます

近鉄 揖斐駅
ここから大垣駅、桑名方面まで行けます

また、バスを使えば、谷汲、春日、久瀬、藤橋、坂内方面へも行けます

谷汲口駅に入る樽見鉄道樽見線

観光客にも利用されています
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谷谷
汲汲
ゆゆ
りり
園園
園園
遊遊
会会

六
月
十
七
日
（
土
）
に
、
谷
汲
大
洞
の
谷

汲
ゆ
り
園
で
「
谷
汲
ゆ
り
園
園
遊
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
開
花
が
遅
れ
、
つ

ぼ
み
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
き
れ
い
な
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

色
と
り
ど
り
の
ゆ
り
を
観
賞
し
な
が
ら
の

大
茶
会
、
揖
斐
川
町
の
特
産
品
の
販
売
、
美

濃
い
び
川
お
ば
ば
太
鼓
、
揖
斐
高
等
学
校
生

徒
に
よ
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
、
谷
汲
踊
の

披
露
が
行
わ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

訪
れ
た
方
々
は
、
美
し
く
咲
い
た
ゆ
り
の
花

と
そ
の
香
り
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

健健
康康
フフ
ェェ
アア

食食
育育
とと
健健
康康
のの
つつ
どど
いい

六
月
十
日
（
土
）
に
、
揖
斐
川
健
康
広
場

で
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
健
康
フ
ェ
ア

食
育
と
健
康
の

つ
ど
い
」
の
公
開
収
録
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
元
の
食
材
や
食
文
化
を
あ
ら
た
め
て
見

直
し
た
健
康
に
良
い
料
理
な
ど
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
会
場
内
で
は
、
健
康
診
断
・

相
談
、
食
や
健
康
な
ど
を
楽
し
く
学
ん
だ
り

知
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
「
自
分
の
健
康
状

態
は
自
ら
把
握
し
、
未
然
に
病
気
か
ら
健
康

を
守
る
」
と
い
う
意
識
が
高
め
ら
れ
た
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。

谷
汲
ゆ
り
園
園
遊
会
は
岐
阜
県
地
域
イ
ベ
ン
ト
振
興

基
金
の
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。

揖揖
斐斐
郡郡
消消
防防
操操
法法
大大
会会

六
月
十
八
日
（
日
）、市
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

第
五
十
一
回
揖
斐
郡
消
防
操
法
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
揖
斐
郡
内
の
消
防

団
が
参
加
し
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
と
ポ
ン
プ

車
の
部
で
気
合
の
入
っ
た
操
法
を
展
開
し
ま

し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》

優

勝

揖
斐
川
町
揖
斐
川
消
防
団
第
二
班

（
揖
斐
分
団
）

準
優
勝

揖
斐
川
町
揖
斐
川
消
防
団
第
三
班

（
小
島
分
団
）

三

位

揖
斐
川
町
谷
汲
消
防
団
第
一
班

（
第
二
分
団
）

《
ポ
ン
プ
車
の
部
》

優

勝

揖
斐
川
町
谷
汲
消
防
団
第
一
班

（
第
三
分
団
）

準
優
勝

揖
斐
川
町
揖
斐
川
消
防
団
第
二
班

（
揖
斐
分
団
）

三

位

池
田
町
消
防
団

な
お
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
さ
れ
た
揖

斐
川
消
防
団
揖
斐
分
団
は
八
月
六
日
に
土
岐

市
で
開
催
さ
れ
る
第
五
十
五
回
岐
阜
県
消
防

操
法
大
会
に
出
場
さ
れ
ま
す
。

県
大
会
で
も
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
る

よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

きれいなゆりに囲まれて園遊会が開かれました

小型ポンプの部 優勝 揖斐川消防団 揖斐分団ポンプ車の部 優勝 谷汲消防団 第三班

食や健康について知ることができました
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叙叙
勲勲
受受
章章
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

六
月
一
日
付
け
で
、
上
野
の
野
口
誠
男
さ

ん
が
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

野
口
さ
ん
は
、
揖
斐
川
町
議
会
議
員
と
し

て
昭
和
五
十
七
年
か
ら
四
期
十
二
年
十
か
月

の
永
き
に
わ
た
り
在
職
し
、
議
長
な
ど
の
要

職
を
歴
任
さ
れ
、
地
域
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

晴
れ
の
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
多
年
の
功
労
に
感
謝
し
、
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

ごご
長長
寿寿
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

六
月
十
九
日
（
月
）、若
松
の
杉
山
は
つ
ゑ

さ
ん
が
九
十
五
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。

杉
山
さ
ん
は
先
日
体
調
を
崩
さ
れ
た
そ
う

で
す
が
、
現
在
は
お
元
気
を
取
り
戻
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
誕
生
日
の
前
日
に
は
、
お
子
さ

ん
や
お
孫
さ
ん
た
ち
に
お
祝
い
を
し
て
も
ら

い
大
変
楽
し
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

杉
山
さ
ん
に
は
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ

さ
い
。

国国
道道
３３
００
３３
号号
新新
横横
山山
橋橋
工工
事事
安安
全全
祈祈
願願
祭祭

六
月
十
四
日
（
水
）
に
東
横
山
地
内
で
、

横
山
ダ
ム
国
道
３
０
３
号
新
横
山
橋
工
事
安

全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
新
横
山

橋
は
、
ダ
ム
湖
に
堆
積
し
た
土
砂
の
運
搬
道

路
と
し
て
の
役
割
と
同
時
に
、
現
在
横
山
ダ

ム
の
堰
堤
上
を
通
る
た
め
、
大
型
車
が
す
れ

違
え
な
い
状
況
に
あ
る
国
道
３
０
３
号
に
代

わ
る
道
路
と
し
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
土
砂
運
搬
効
率
な
ら
び
に

一
般
交
通
の
利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
設
置
場
所
は
横
山
ダ
ム
本
体

上
流
約
四
百
ｍ
地
点
で
、
平
成
二
十
一
年
十

月
の
完
成
予
定
で
す
。

長長
良良
松松
山山
トト
ンン
ネネ
ルル
銘銘
盤盤
完完
成成
記記
念念

揖
斐
川
町
長
良
と
大
野
町
松
山
を
結
ぶ

「
長
良
松
山
ト
ン
ネ
ル
」
の
銘
盤
が
完
成
し
、

取
り
付
け
を
前
に
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
銘
盤
の
文
字
は
清
水
小
学
校
の
児

童
が
春
休
み
に
毛
筆
で
書
き
上
げ
た
も
の
で
、

児
童
は
実
物
の
銘
盤
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
児
童
に
は
、
銘
盤
の

百
分
の
一
の
レ
プ
リ
カ
が
記
念
品
と
し
て
、

宗
宮
町
長
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
長
良
松
山
ト
ン
ネ
ル
」
は
延
長
六
九
五

ｍ
の
片
側
一
車
線
で
国
道
３
０
３
号
と
県
道

中
之
元
古
川
線
を
結
ぶ
道
路
で
、
ト
ン
ネ
ル

本
体
工
事
は
十
月
に
完
成
し
、
来
春
開
通
し

ま
す
。

新横山橋完成予想図

野口さんおめでとうございます杉山さんおめでとうございます

完成したトンネルの銘盤
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六
月
七
日
か
ら
揖
斐
川
・
谷
汲
・
坂
内
の

各
会
場
で
、
揖
斐
川
町
Ｉ
Ｔ
講
習
会
【
初
心

者
向
け
�
パ
ソ
コ
ン
＆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講

座
�】
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
習
は
パ
ソ
コ
ン
の
起
動
か
ら
始
ま
り
、

基
本
操
作
の
練
習
の
後
、
簡
単
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
り
、
会
場
内
の
受

講
者
同
士
で
メ
ー
ル
の
交
換
も
行
い
ま
し
た
。

受
講
者
の
中
に
は
、
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に

触
れ
た
方
も
い
ま
し
た
が
、
二
日
間
の
講
習

で
文
章
が
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
初
心
者
向
け
の
講

習
を
、
春
日
、
久
瀬
、
藤
橋
地
区
で
秋
頃
開

催
す
る
予
定
で
す
。

谷谷
汲汲
オオ
ーー
ナナ
ーー
農農
園園

じじ
ゃゃ
がが
いい
もも
収収
穫穫
祭祭

六
月
二
十
五
日
（
日
）
に
谷
汲
オ
ー
ナ
ー

農
園
で
じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
天
候
不
良
で
生
育
状
況
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
六
月
に
好
天
が
続

い
た
お
か
げ
で
土
の
中
か
ら
大
き
な
じ
ゃ
が

い
も
が
次
々
と
顔
を
出
し
、
参
加
さ
れ
た
オ

ー
ナ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
喜
び
の
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。

収
穫
祭
会
場
で
は
、
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
や

じ
ゃ
が
バ
タ
ー
が
ふ
る
ま
わ
れ
、皆
さ
ん「
お

い
し
い
！
」
と
い
く
つ
も
手
に
取
り
な
が
ら
、

家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

揖揖
斐斐
川川
町町
ＩＩ
ＴＴ
講講
習習
会会
開開
催催

私私
がが
考考
ええ
るる
薬薬
草草
料料
理理
ココ
ンン
クク
ーー
ルル

第
十
七
回
伊
吹
山
薬
草
サ
ミ
ッ
ト
に
先
立

ち
、
「
私
が
考
え
る
薬
草
料
理
・
菓
子
」
を

テ
ー
マ
に
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
薬

草
寒
天
や
、
五
味
五
色
を
取
り
入
れ
た
チ
ジ

ミ
、
手
の
込
ん
だ
薬
草
弁
当
な
ど
二
十
九
点

の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
委
員
長
は
「
ど
れ
も
素
晴
ら
し
く
、

ア
イ
デ
ィ
ア
も
飾
り
つ
け
も
よ
く
考
え
て
あ

り
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作
品
は
高
校
生

の
応
募
と
知
り
大
変
感
激
し
ま
し
た
」
と
講

評
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
作
品
は
レ
シ
ピ
集
と
な
り
、
伊
吹
山

薬
草
サ
ミ
ッ
ト
で
配
布
さ
れ
る
予
定
で
す
。

かか
すす
がが
モモ
リリ
モモ
リリ
村村
薬薬
草草
教教
室室
開開
催催

六
月
二
十
四
日
（
土
）、か
す
が
モ
リ
モ
リ

村
で
薬
草
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
揖
斐
川

町
を
は
じ
め
愛
知
県
、
滋
賀
県
か
ら
二
十
一

人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
を
岐
阜
薬
科

大
学
名
誉
教
授
水
野
瑞
夫
先
生
に
お
願
い
し

て
、
午
前
は
薬
草
利
用
の
基
礎
、
午
後
か
ら

は
薬
草
園
の
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。

薬
草
教
室
は
年
十
回
計
画
し
ま
し
た
。
次

回
は
九
月
十
六
日
（
土
）
に
谷
汲
地
内
で
薬

草
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
予
定
で
す
。
参
加

費
は
二
千
円
で
す
。
皆
さ
ん
、
薬
草
教
室
に

参
加
し
正
し
い
薬
草
の
知
識
を
身
に
つ
け
心

も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

《
申
込
・
問
合
せ
先
》
か
す
が
モ
リ
モ
リ
村

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館
（
毎
週
水
曜
日
休
館
）

�
５
８
‐
０
０
０
１

ＦＡＸ
５
８
‐
０
０
０
３

皆さん真剣にパソコンを学びました

審査の様子

大きなジャガイモがいっぱいとれました

薬草について学びました
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『
わ
た
し
の
主
張
２
０
０
６
』

揖
斐
地
区
発
表
審
査
会
開
催
！

『
わ
た
し
の
主
張
２
０
０
６
』
揖
斐
地
区

発
表
審
査
会
が
６
月
１７
日
（
土
）
に
谷
汲
サ

ン
サ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
か

ら
は
、
各
中
学
校
の
代
表
者
７
名
が
生
き
生

き
と
自
分
ら
し
く
発
表
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
揖
斐
地
区
の
代
表
と
し
て

谷
汲
中
学
校
の
山
本
純
里
さ
ん
、
春
日
中
学

校
の
小
寺
剛
人
さ
ん
、
坂
内
中
学
校
の
中
井

明
希
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

発
表
会
終
了
後
は
、『
わ
が
家
・
わ
が
地

域
の
宝
物
』
の
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
西
濃
地
区

の
代
表
と
し
て
、
春

日
中
学
校
の
小
寺
剛

人
さ
ん
が
、
８
月
８

日
（
火
）
下
呂
市
萩

原
町
の
星
雲
会
館
で

行
わ
れ
る
県
大
会
に

出
場
し
ま
す
。

久
瀬
地
区
青
少
年
育
成
の

つ
ど
い
開
催
！

久
瀬
地
区
青
少

年
育
成
の
つ
ど
い

が
、
６
月
１１
日

（
日
）
に
久
瀬
振

興
事
務
所
で
開
催

さ
れ
、
小
中
学
校

の
代
表
者
５
名
が

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
発
表
し
ま
し
た
。

橋
本
泰
志
さ
ん
「
一
本
取
っ
て
優
勝
し
た
い
な
」

日
下
部
智
香
さ
ん
「
緑
の
少
年
団

豊
か
な

久
瀬
を
目
指
し
て
」

森
正
樹
さ
ん
「
乙
原
歌
舞
伎
へ
の
思
い
」

高
橋
茉
里
さ
ん
「
だ
い
す
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
味
」

瀧
日
千
夏
さ
ん
「
身
だ
し
な
み
は
心
の
鏡
」

自
分
の
身
近
な
体
験
か
ら
感
じ
た
事
や
思

い
を
堂
々
と
発
表
す
る
姿
に
、
参
加
し
た
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
お
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。
発
表
を
聞
い
て
も
ら
う
事
で
、

地
域
の
お
と
な
が
青
少
年
の
意
見
に
触
れ
、

自
分
た
ち
が
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

を
考
え
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
青
少

年
の
健
全
育
成
の
一
環
と
し
て
、
今
後
に
つ

な
げ
て
い
け
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

藤
橋
公
民
館

軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

種
目
「
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
」
に
決
定
！

６
月
２７
日
（
火
）
に
藤
橋
地
区
住
民
が
１

年
間
を
通
し
て
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
組
ん
で

み
た
い
と
考
え
る
種
目
を
選
定
す
る
た
め
の

体
験
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
体
験
会
に
は
幼

児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約
３０
人
の
方
が
参
加

し
、
体
育
部
会
推
進
員
か
ら
の
ル
ー
ル
説
明

な
ど
を
聞
き
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
挑
戦
を
し

て
み
ま
し
た
。
体
験
会
後
の
話
し
合
い
の
結

果
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
が
今
年
の
中
心
種
目
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
は
カ
ー
リ
ン
グ
の
フ
ロ
ア

版
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

今
後
２
ヵ
月
に

一
度
ず
つ
練
習
会

を
実
施
し
、
２
月

の
大
会
で
そ
の
成

果
を
競
い
合
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。

県
小
学
生
学
年
別
柔
道
選
手
権

大
会
開
催
！

６
月
１８
日
（
日
）
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン

タ
ー
柔
道
場
で
、
「
第
３
回
県
小
学
生
学
年

別
柔
道
選
手
権
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
養
基

小
学
校
６
年
生
の
小
寺
綾
乃
さ
ん
（
脛
永
在

住
）
が
３
位

に
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
の
ご

活
躍
と
ご
健

闘
を
期
待
し

ま
す
。
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

県
中
学
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

シ
ン
グ
ル
ス
大
会
開
催
！

６
月
１０
日
（
土
）
中
津
川
市
の
中
津
川
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
「
県
中
学
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
シ
ン
グ
ル
ス
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
谷

汲
中
学
校
２
年
の
小
寺
亜
佑
美
さ
ん
が
３
位

に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
で
は
ダ
ブ
ル

ス
で
も
ベ
ス

ト
８
に
入
り

ま
し
た
。

今
後
の
ご

活
躍
と
ご
健

闘
を
期
待
し

ま
す
。
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

健
康
広
場
健
康
づ
く
り
教
室

参
加
者
募
集
！

平
成
１８
年
度
健
康
づ
く
り
教
室
第
２
期
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
今
回
は
、「
レ
デ

ィ
ー
ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
」・「
ラ
ク
ラ
ク

健
康
づ
く
り
教
室
」
の
申
込
受
付
を
行
い
ま

す
。楽

し
く
体
を
動
か
し
、
健
康
づ
く
り
を
し

ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■申込期間 ８月８日（火）～８月２２日（火） 午前９時～午後５時
■申込場所 揖斐川健康広場
■開催日程 ９・１０・１１月（全１０回）
■募集定員 各教室２０名（定員になり次第締切ります。）
■参 加 費 上記記載の参加費
（お申込時に参加費・印鑑をお持ちください。）
※詳しくは健康広場までお問い合わせください。（�２１－３１００）

参加費

４，０００円

４，０００円
６５歳以上
３，０００円

対 象
２０歳以上６０歳
未満の女性

６０歳以上の
男女

曜日・日時
毎週金曜日
１０：００～１１：３０

毎週木曜日
１３：３０～１５：００

教室名
レディース
フィットネス

ラクラク
健康づくり

３位おめでとう☆

県大会出場の小寺さん堂々と発表しています

３位おめでとう☆

カローリングの様子
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健
康
・
栄
養
相
談
、
体
力
測
定
の

ご
案
内

健
康
や
運
動
に
つ
い
て
の
疑
問
や
相
談
を

専
門
家
に
よ
り
個
人
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

８
月
２３
日
（
水
）
１４
時
〜
１６
時

■
場
所

健
康
広
場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
費
用

無
料

■
内
容

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
、

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
、

運
動
指
導
員
に
よ
る
体
力
測
定

地
区
公
民
館
活
動

☆
北
方
公
民
館

《
盆
踊
大
会
奉
燈
会
》

◆
日
時

８
月
１５
日
（
火
）
１９
時
〜

◆
場
所

北
方
神
社
地
内

☆
大
和
公
民
館

《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時

７
月
３０
日
（
日
）
８
時
３０
分
〜

◆
場
所

健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド

☆
揖
斐
公
民
館

《
自
然
わ
く
わ
く
体
験
教
室
》

◆
日
時

８
月
３
日
（
木
）
９
時
〜

◆
場
所

揖
斐
公
民
館
集
合

《
ふ
れ
あ
い
ラ
ジ
オ
体
操
会
》

◆
日
時

８
月
２０
日
（
日
）
６
時
３０
分
〜

◆
場
所

揖
斐
小
学
校
運
動
場

※
雨
天
時

揖
斐
小
学
校
体
育
館
２
階

☆
清
水
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り
》

◆
日
時

８
月
２０
日
（
日
）
１８
時
〜

◆
場
所

清
水
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
体
操
会
》

◆
日
時

８
月
２７
日
（
日
）
８
時
〜

◆
場
所

清
水
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

※
雨
天
時

清
水
小
学
校
体
育
館

☆

永
公
民
館

《
川
ま
つ
り
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
》

◆
日
時

８
月
６
日
（
日
）
１９
時
３０
分

◆
場
所

近
鉄
揖
斐
駅
集
合

《
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
大
会
》

◆
日
時

８
月
２０
日
（
日
）
９
時
〜

◆
場
所

揖
斐
川
体
育
館

☆
小
島
公
民
館

《
体
験
教
室
『
鮎
を
つ
か
ま
え
、
竹
パ
ン
を
焼
こ
う
』》

◆
日
時

７
月
３０
日
（
日
）
９
時
〜

◆
場
所

朝
鳥
公
園

《
家
庭
教
育
学
級
『
尚
和
園
で
夏
の
親
子
体
験
』》

◆
日
時

７
月
２８
日
（
金
）
１０
時
〜

◆
場
所

揖
斐
川
尚
和
園

《
に
こ
に
こ
学
級
『
夏
祭
り
で
浴
衣
を
き
よ
う
』》

◆
日
時

８
月
１０
日
（
木
）
１０
時
〜

◆
場
所

小
島
公
民
館

《
夏
祭
り
『
踊
り
の
練
習
会
』》

◆
日
時

７
月
２８
日
・
８
月
４
・
８
・
１０
・

１７
日

１６
時
〜
１８
時

８
月
１１
・
１８
日

１９
時
〜
２１
時

◆
場
所

小
島
小
学
校
体
育
館

《
夏
祭
り
》

◆
日
時

８
月
１９
日
（
土
）
１８
時
〜

◆
場
所

小
島
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

《
み
ん
な
の
広
場
》

◆
日
時

８
月
６
・
２７
日
（
日
）
９
時
〜

◆
場
所

小
島
公
民
館

☆
谷
汲
公
民
館

《
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
》

◆
日
時

８
月
１９
日
（
土
）
１９
時
３０
分
〜

◆
場
所

谷
汲
総
合
運
動
場

※
雨
天
中
止

☆
公
正
公
民
館

《
金
魚
す
く
い
大
会
》

◆
日
時

８
月
１２
日
（
土
）
１３
時
〜

◆
場
所

公
正
公
民
館

☆
藤
橋
公
民
館

《
盆
踊
り
大
会
》

◆
日
時

８
月
１４
日
（
月
）
１９
時
〜

◆
場
所

藤
橋
振
興
事
務
所
駐
車
場

☆
坂
内
公
民
館

《
納
涼
盆
踊
り
大
会
》

◆
日
時

８
月
１３
日
（
日
）
１９
時
〜

◆
場
所

坂
内
小
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

学
校
だ
よ
り

何
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
北
方
っ
子

〜
北
方
小
学
校
〜

あ
め
だ
ま
を

だ
れ
が
す
て
た
か

あ
り
の
む
れ

こ
れ
は
、
四
年
生
児
童
の
作
品
で
す
。

北
方
小
学
校
で
は
全
校
児
童
が
昨
年
度
か

ら
俳
句
や
川
柳
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

い
ま
ま
で
に
千
句
以
上
の
作
品
が
集
ま
り
ま

し
た
。
中
に
は
一
人
で
五
十
以
上
応
募
し
た

子
も
い
ま
す
。
応
募
作
品
は
校
長
先
生
が
短

冊
に
手
書
き
で
清
書
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
短
冊
は

全
て
廊
下
に
掲
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
域
の
方
に
俳

句
や
川
柳
の
お
話
を
聞
い

た
り
、
優
秀
作
品
を
選
ん

で
い
た
だ
い
た
り
も
し
て

い
ま
す
。
中
に
は
こ
ん
な

楽
し
い
川
柳
も
あ
り
ま
す
。

お
か
あ
さ
ん

電
話
に
出
る
と
き

声
変
わ
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る

の
は
俳
句
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。児
童
玄
関
に「
チ

ャ
レ
ン
ジ
北
方
小
ギ
ネ

ス
」
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
陸
上
競
技
や
水
泳
の

記
録
に
始
ま
り
、
靴
の
整

と
ん
連
続
記
録
や
掃
除
時
間
内
の
草
取
り
記

録
に
い
た
る
ま
で
、
ジ
ャ
ン
ル
に
関
係
な
く

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
自
己
申
告
し
ま
す
。
そ
し
て

認
定
さ
れ
れ
ば
記
録
と
名
前
が
掲
示
し
て
も

ら
え
ま
す
。

ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
は
少
し
違
い
ま
す

が
、
「
や
さ
し
い
行
動
」「
思
い
や
り
の
あ
る

行
動
」
を
し
た
人
で
特
に
す
ば
ら
し
い
子
は

学
期
に
一
回
「
北
方
花
咲
賞
」
の
表
彰
を
受

け
ま
す
。
表
彰
を
受
け
た
人
の
名
前
と
内
容

は
、
児
童
玄
関
の
「
北
方
っ
子
花
咲
の
木
」

に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
方
小
学
校
で
は
、
何
で
も
先
生
に
言
わ

れ
て
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
か
ら
進
ん
で

活
動
す
る
子
ど
も
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
、
紹
介
し
た
よ
う
な
取
り
組
み
を
続

け
て
い
ま
す
。

中央公民館プチギャラリー
○川サミット協賛展 文化協会
７月２２日～７月３０日

○薬草サミット薬草展
８月２日～８月９日

○文藝展 文化協会文芸部
８月１０日～８月１７日

○シベリア日本人墓地写真展 横山周導
８月１９日～８月３１日

燦サンギャラリー
○川サミット
７月２６日～７月３０日

○光の祭典いび川の花火 高橋 義昭
７月２９日～８月１０日

○絵でつづる夜叉ヶ池伝説
８月１２日～８月３１日

８月２０日（日）は家庭の日 揖斐川町青少年育成町民会議IBIGAWA 2006 August7



 

揖揖斐斐川川町町青青少少年年育育成成町町民民会会議議総総会会 開開催催！！～～青青少少年年のの健健全全育育成成をを願願っってて～～
平成１８年度揖斐川町青少年育成町民会議総会が、７月９日（日）役場３階集会室で開催され、基本方針・重点目

標や『青少年部会』『家庭部会』『環境部会』の３つの部会による活動方針などが承認されました。また、引き続き揖斐
警察署の生活安全課長より地域の犯罪等現状報告を受けた後、実践発表などが行われ、盛会のうちに終了しました。
総会で承認された３つの部会による活動内容は、下記の通りです。

上表のスローガン、一運動を、各団体や地域で実践し、１１月２６日（日）に行われる揖斐川町青少年育成町民
大会で活動発表を行います。皆さん、ぜひご参加ください。

活動発表では、地区民会議の事例として《久
瀬地区青少年育成のつどい》の発表があり、小
中学生による『わたしの主張』発表を行ってい
ることなど、実際に小学生の発表も交えて説明
されました。

坂内中 中井さん谷汲中 山本さん
久瀬の代表の久瀬
小学校
５年橋本泰志さん

最後に、谷汲中学校３年山本純里さん、坂内中学校２年中井明希
さんによる、熱い思いを込めた「少年の主張」の発表がありました。
総会で承認された活動を通して、青少年の健全育成が推進される

よう皆さんのご協力をお願いします。

エントリーできます！
日 程◆平成１８年１１月１２日（日）
種 目◆フルマラソン（４２．１９５ｋ：５時間以内で完走できる人）

ハーフマラソン（２１．０９７５ｋ：２時間３０分以内で完走できる人）
コ ー ス◆揖斐川沿いの日本陸上競技連盟公認コース
ゲ ス ト◆千葉真子さん 所 英男さん ほか
参 加 費◆４，０００円
申し込み◆�大会要項の払込取扱票を記入し、郵便局から振込む

�いびがわマラソンHPから申し込みをする
http : ／／www.ibigawa-marathon.jp／

締め切り◆１次 ９月３０日まで
詳しくは大会要項をご覧ください。

大会要項は、役場・振興事務所
健康広場・中央公民館にあります。

いびがわマラソン情報！
今年も１１月１２日（日）に、いびがわマラソンが開催されます。
マラソンは、揖斐川町の一大イベントとして定着してきました。
２００６大会に向け、事務局では、もっともっと、地域の皆さんとともに
大会を作り上げて盛り上げていきたいと考えています。
大会まで、あらゆる情報を紹介していきますので、お楽しみください。

環境部会

大人自身の生き方や社会のあり方を
見直し、青少年の健全な暮らしを支
える環境づくりを目指します。

『みんなが住みやすいまちにしよ
う！』

心のこもった声かけ運動

家庭部会

家庭における子育ての重要性を再認
識し、家族全員で協力し、地域のつ
ながりの中で健全な青少年を育てる
ことを目指します。

『家族みんなの心が通じ合う明るい
家庭作りをしよう！』

早寝・早起き・朝ごはん運動

青少年部会

次代の郷土、地域を担う健やかな青
少年を育てるために、青少年を巻き
込んだ地域活動を推進することを目
指します。

『地域が誇る子どもたちを、地域全
体で育てよう』

「活かそう、伸ばそう、青少年」運動
～青少年に活躍の場を与えよう～

部会名

方 針

スローガン

一運動

初めて挑戦される方へ
いびがわマラソン攻略法や練習方法をスタッフがアドバイス
します！事務局までご連絡くださいね。

マラソン事務局：０５８５－２１－３１００

ああななたたもも
挑挑戦戦ししまませせ

んんかか？？
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任意予防接種（麻しん、風しん）の公費負担について
予防接種法改正により、平成１８年４月１日から２歳以上７歳６か月未満のお子さん（就学前の１年間にある子を

除く）は、定期の麻しんおよび風しん予防接種の対象外となりました。

揖斐川町では、対象外となったお子さんに対して、任意の麻しん、風しん予防接種の費用を公費で負担します。

★実 施 期 間 平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日

★対象予防接種：任意の麻しんまたは風しん単抗原予防接種

任意の麻しん・風しん混合予防接種

★対 象 児：２歳以上７歳６か月未満のお子さん（就学前の１年間にある子を除く）で、麻しんまたは風しん

予防接種を受けていない子

麻しん、風しん予防接種をまだ受けていないお子さん、平成１８年４月１日以降に任意の麻しん、風しん予防接種

を受けられたお子さんは、揖斐川保健センター（�２３－１５１１）までご相談ください。

平成１８年度 西濃地域公衆衛生協議会 会長表彰を受賞

７月３日（月）大垣フォーラムホテルで、細野直美さ

ん（上南方）、高野賀代子さん（房島）が平成１８年度西濃

地域公衆衛生協議会会長表彰を受賞されました。お二人

は長年、食生活改善協議会員として地域住民の健康増進、

保健衛生の改善向上に努められ、活躍されております。

おめでとうございました。

益々のご活躍を期待します。

８月の献血のお知らせ
■期日 ８月２日（水）
■時間 ９時３０分～１６時３０分
■場所 揖斐川保健センター
後援団体：揖斐川ライオンズクラブ

皆さんのあたたかいご協力をお
待ちしています。

食育って何？

生涯にわたって健全な食生活を実践することができる人を育てます。

「健全な心と身体」と「豊かな人間形成」をめざします。

食育推進基本計画ができました。詳しくは下記アドレスから検索できます。

内閣府食育推進室

URL http : //www 8.cao.go.jp/syokuiku/index.html

「食」を生み出す農
の重要性を知ること

みんなで食育 楽しく食育
毎月１９日は「食育の日」

少なくとも週１日は家族そろって楽しく食卓を囲んでみて

はいかがですか

自分に必要な「食」を選
ぶ力を身につけること

「食」に関する正し
い知識をつけること

高野賀代子さん細野直美さん

IBIGAWA 2006 August9



揖斐川町議会だより 補正予算等８４議案を可決

平
成
１８
年
第
５
回
定
例
会
が
６
月
７
日
（
水
）
か
ら
、

１４
日
（
水
）
ま
で
の
８
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
、
条
例
１１
件
、

予
算
７
件
、
指
定
管
理
に
関
す
る
案
件
等
６６
件
、
合
計
で

８４
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

初日には、町長から、町政の近況報

告及び提出議案にかかる提案説明が行

われ、その後、町道の路線認定ほか５

議案を即日可決、条例等は委員会付託

とし、各委員会は、次の日程で開催さ

れました。

○
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
土
地
開
発
公
社
事

業
報
告
及
び
決
算
の
報
告
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
町
公
社
の

事
業
内
容
及
び
決
算
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
報
告
内
容
は
、
桂
川
河
川
改
修

関
連
用
地
と
し
て
８
９
４
�
を
町
へ
処
分
し

た
こ
と
な
ど
で
す
。

○
平
成
１７
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
予
算
及

び
特
別
会
計
の
繰
越
明
許
費
の
報
告
に
つ
い

て
本
年
３
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
繰

越
明
許
費
の
金
額
及
び
財
源
が
確
定
し
ま
し

た
の
で
地
方
自
治
法
施
行
令
に
基
づ
き
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
で
は
、
徳
山
会
館
水
源
地
開
発

事
業
等
９
事
業
で
５
億
３
８
３
１
万
１
千
円
、

特
別
会
計
で
は
、
大
和
簡
易
水
道
・
農
業
集

落
排
水
事
業
・
公
共
下
水
道
事
業
で
総
額
７

億
７
０
０
５
万
２
千
円
が
翌
年
度
に
繰
越
さ

れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
揖
斐
川
町
横
山
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
「
管
理
委

託
制
度
」
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
直

営
施
設
と
し
管
理
す
る
た
め
に
、
所
要
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

国
の
人
事
院
規
則
の
改
正
に
伴
い
、
町
職

員
の
勤
務
時
間
の
一
部
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

変
更
の
内
容
は
休
息
時
間
を
廃
止
し
、
休
憩

時
間
を
１
時
間
と
す
る
こ
と
及
び
勤
務
時
間

が
午
後
５
時
３０
分
ま
で
延
長
さ
れ
た
こ
と
で

す
。

○
揖
斐
川
町
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の

職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

刑
事
施
設
及
び
受
刑
者
の
処
遇
等
に
関
す

る
法
律
、
障
害
者
自
立
支
援
法
及
び
地
方
公

務
員
災
害
補
償
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
通

勤
の
範
囲
の
改
定
な
ど
所
要
の
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、
揖

斐
川
町
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
が
設
置

さ
れ
、
審
査
会
委
員
の
報
酬
日
額
を
１
万
４

千
円
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、

通
勤
の
範
囲
に
つ
い
て
、
派
遣
先
を
勤
務
場

所
と
す
る
こ
と
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当
支

給
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い

て
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
施
設
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
食
費
や
居
住
費
が
利
用
者
負

主な審査・審議内容

提案説明・委員会付託・６議案議決

予算案件７議案審査

条例・指定管理案件等審査・視察

条例案件審査・現地視察

指定管理案件審査・災害現場等視察

８議員（詳細は次頁参照）

委員長報告、採決、追加議案議決

委員会名

本会議（初日）

予算特別委員会

総務文教常任委員会

健康福祉常任委員会

産業建設常任委員会

本会議（一般質問）

本会議（最終日）

月 日

６月７日

８日

９日

１２日

１３日

１４日

議会だより
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担
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
居
宅
サ
ー

ビ
ス
利
用
と
の
負
担
格
差
是
正
の
た
め
、
当

該
手
当
も
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
の

委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、
揖

斐
川
町
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
が
設
置

さ
れ
、
定
員
を
５
名
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
墓
地
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
町
の
所
有

す
る
墓
地
に
つ
い
て
「
管
理
委
託
制
度
」
が

な
く
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
直
営
施
設
と
な

り
、
管
理
委
託
の
規
定
が
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

刑
事
施
設
及
び
受
刑
者
の
処
遇
等
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
「
監
獄
」
を
「
刑

事
施
設
」
に
用
語
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職

報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を
図
る
た
め
、
消

防
団
員
退
職
報
奨
金
支
払
額
の
一
部
を
増
額

す
る
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

今
回
の
補
正
は
、
雪
害
等
の
災
害
な
ど
、

緊
急
を
要
す
る
事
業
を
中
心
に
補
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
（
別
表
参
照
）

○
揖
斐
川
町
各
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

町
内
の
集
会
施
設
等
５８
施
設
に
つ
い
て
、

町
条
例
に
基
づ
き
、
指
定
管
理
者
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

○
町
道
の
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

○
町
道
の
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

春
日
・
野
原
谷
線
、
藤
橋
・
下
山
線
の
２

路
線
で
延
長
３
０
７
９
・
６
メ
ー
ト
ル
を
廃

止
し
、
新
た
に
揖
斐
川
・
浜
下
東
５
号
線
他

４
路
線
、
延
長
４
０
４
３
・
８
メ
ー
ト
ル
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
指
定
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い

て
町
の
指
定
金
融
機
関
と
し
て
、
い
び
川
農

業
協
同
組
合
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
指
定
期

限
は
、
平
成
１９
年
９
月
３０
日
ま
で
で
す
。

○
揖
斐
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

広
域
連
合
収
入
役
の
選
任
方
法
に
つ
い
て
、

関
係
町
の
収
入
役
の
職
務
を
行
う
者
の
う
ち

か
ら
選
任
す
る
よ
う
揖
斐
広
域
連
合
規
約
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
契
約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

・
地
方
道
路
交
付
金
事
業

長
良
松
山
ト
ン

ネ
ル
舗
装
工
事

請
負
金
額

８
４
０
０
万
円

・
Ｏ
Ａ
機
器
購
入
業
務
契
約

契
約
金
額

９
４
３
万
９
５
０
０
円

○
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

（
仮
称
）
揖
斐
川
大
野
ト
ン
ネ
ル
本
体
工

事
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
工
事
請
負
契
約

が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

変
更
前

１６
億
１
７
０
０
万
円

変
更
後

１６
億
８
１
５
７
万
５
千
円

第
６
回
町
議
会
臨
時
会
が
６
月
２８
日
に
、

開
催
さ
れ
、
次
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
契
約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

・
揖
斐
小
学
校
校
舎
建
設
（
建
築
）
工
事

請
負
金
額

８
億
５
０
５
０
万
円

・
揖
斐
小
学
校
校
舎
建
設（
電
気
設
備
）工
事

契
約
金
額

９
７
４
４
万
円

・
揖
斐
小
学
校
校
舎
建
設（
機
械
設
備
）工
事

契
約
金
額

９
３
４
５
万
円

○
揖
斐
川
町
貝
月
森
林
総
合
利
用
施
設
ほ
か

７
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

財
団
法
人
ふ
じ
は
し
と
財
団
法
人
グ
リ
ー

ン
ス
テ
ー
ジ
久
瀬
の
統
合
に
伴
い
、
町
施
設

の
指
定
管
理
者
を
財
団
法
人
い
び
が
わ
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
１８
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

徳
山
ダ
ム
関
連
廃
棄
物
運
搬
処
理
委
託
料

４
億
７
８
８
万
円
の
増
額
に
伴
い
、
総
額
を

１
７
６
億
９
８
６
８
万
円
と
さ
れ
ま
し
た
。

平成１８年度一般会計補正予算等の概要 （単位：千円）

主な補正内容

雪害等の災害復旧経費

坂内診療所の経費

老人医療費の償還金

空調設備修繕費

春日・坂内地区の修繕

特産品振興経費

補助事業の組み替え

補正後の総額

１７，２９０，８００

１４１，３３０

２，８４０，３８５

９０，１６０

１７８，２００

４９，７１６

２，２８７，００１

補正額

５９５，８００

８３０

１４，９７０

１，２６０

５，６００

３，２４２

△１，８４８

一般会計及び特別会計名

一般会計

国民健康保険直診勘定特別会計

老人保健医療特別会計

谷汲中央診療所特別会計

北部簡易水道特別会計

観光事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

第
６
回
揖
斐
川
町
議
会

臨
時
会

議会だより
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本定例会の一般質問の要旨をお知ら

せします。（紙面の都合上、質問および

答弁は要約しております。）

国
は
少
子
化
問
題
を
大
き
く
取
り
上
げ
多

く
の
対
応
施
策
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
岐
阜

県
の
人
口
は
初
め
て
減
少
に
転
向
し
ま
し
た

が
、
揖
斐
川
町
の
人
口
も
平
成
１２
年
か
ら
１８

年
の
６
年
間
に
１
６
６
４
人
も
減
少
し
て
い

ま
す
。

こ
の
人
口
の
減
少
傾
向
は
、
居
住
環
境
と

住
宅
開
発
状
況
な
ど
の
受
入
環
境
が
現
行
の

ま
ま
推
移
と
想
定
す
る
と
、
平
成
２７
年
に
は

さ
ら
に
１
５
０
０
人
余
り
が
減
少
し
て
、
２

４
６
０
０
人
に
な
る
と
の
予
測
も
あ
り
ま
す
。

人
口
の
減
少
を
分
析
し
て
み
る
と
、
市
街

地
環
境
に
近
い
清
水
・

永
が
現
状
維
持
で

あ
る
こ
と
は
、
他
地
域
か
ら
転
入
者
が
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
人
口
の
増
加
は
、
町

外
か
ら
の
転
入
者
を
増
や
す
こ
と
が
最
大
の

鍵
で
あ
る
と
し
、
賃
貸
住
宅
と
分
譲
住
宅
の

着
工
戸
数
を
検
証
し
て
み
る
と
、
人
口
動
向

と
同
じ
６
年
間
に
揖
斐
川
町
の
６９
戸
に
対
し
、

大
野
町
５
３
０
戸
、
池
田
町
３
７
５
戸
と
多

く
、
両
町
と
も
人
口
が
増
え
て
、
宅
地
開
発

が
人
口
増
加
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
歴
然

と
し
て
い
ま
す
。

揖
斐
川
町
は
、
人
口
２
６
０
０
０
人
を
維

持
す
る
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
宅
地
化
対

策
と
し
て
、
農
振
地
１
０
０
町
歩
の
先
行
除

外
や
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
た
地
域

情
報
・
道
路
・
公
共
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
と
少
子
化
対
策
で
は
子
育
て
支
援
で
小
学

校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
補
助
、
出
産
祝
い
金

制
度
や
児
童
手
当
の
年
齢
引
き
上
げ
な
ど
で

定
住
促
進
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、こ
れ
ら
の
手
厚
い
定
住
化
施
策
が
、

住
宅
開
発
関
連
の
業
者
に
よ
く
知
ら
れ
て
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
住
民
が
賃

貸
や
分
譲
住
宅
、
あ
る
い
は
分
譲
宅
地
を
探

す
段
階
で
、
関
連
業
者
か
ら
町
の
居
住
性
の

良
さ
を
説
明
で
き
な
い
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

住
宅
関
連
業
界
と
住
民
に
対
し
、
町
の
定

住
化
施
策
を
徹
底
し
て
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が

人
口
減
少
・
定
住
化
促
進
の
鍵
を
握
る
も
の

と
信
じ
、次
の
対
策
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

定
住
化
促
進
作
業
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
次

の
業
務
に
取
り
組
む
こ
と
。

�
宅
地
開
発
・
分
譲
住
宅
関
連
業
者
に
、
町

の
定
住
化
施
策
に
つ
い
て
積
極
的
に
説
明

を
す
る
こ
と
。

�
住
宅
関
連
業
者
が
揖
斐
川
町
に
業
務
進
出

す
る
上
で
障
害
と
な
っ
て
い
る
事
案
を
徹

底
分
析
し
、
改
善
策
を
講
じ
る
こ
と
。

�
揖
斐
川
町
で
住
宅
関
連
業
者
が
進
出
を
考

え
た
と
き
、
そ
れ
に
応
じ
ら
れ
る
住
宅
用

地
の
確
保
に
つ
い
て
、
調
査
検
討
を
行
う

こ
と
。

�
町
内
外
か
ら
の
移
住
希
望
者
を
受
入
で
き

る
賃
貸
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
を
企
業
や
住
民

に
公
表
す
る
こ
と
。

�
子
育
て
支
援
を
必
要
と
す
る
住
民
層
に
、

子
育
て
支
援
が
他
町
村
に
比
し
て
手
厚
い

こ
と
を
十
分
に
理
解
さ
せ
る
機
会
を
積
極

的
に
設
け
る
こ
と
。

本
町
の
将
来
人
口
に
つ
い
て
は
、
第
一
次

総
合
計
画
に
お
い
て
、
平
成
２７
年
度
に
お
け

る
人
口
目
標
を
２
万
６
０
０
０
人
と
定
め
て

い
ま
す
。

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
住
宅
の
整

備
や
企
業
誘
致
な
ど
に
よ
る
雇
用
の
場
の
確

保
に
努
め
、
揖
斐
川
町
で
暮
ら
す
魅
力
や
条

件
を
整
え
る
と
と
も
に
、
関
係
者
に
対
す
る

施
策
の
説
明
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

１
点
目
に
つ
い
て
は
、
定
住
化
施
策
と
し

て
、
住
宅
建
設
促
進
を
目
的
に
、
平
成
１７
年

に
、
町
域
全
体
に
お
い
て
農
振
農
用
地
の
区

域
を
除
外
し
、
土
地
利
用
計
画
を
見
直
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
に
基
づ
い
て
、
民
間
業
者
等
か
ら
の

宅
地
開
発
及
び
分
譲
住
宅
建
設
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
十
分
協
議
を
行
い
な
が
ら
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
適
切
な
土
地

利
用
の
形
成
に
努
め
、
良
質
な
住
宅
地
の
供

給
促
進
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
点
目
に
つ
い
て
は
、
隣
の
町
と
比
較
し

ま
す
と
、
揖
斐
川
町
は
地
価
が
少
し
割
高
で

は
と
感
じ
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
う
し
た
面
に

つ
い
て
、
も
う
少
し
詰
め
た
こ
と
を
調
整
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

旧
揖
斐
川
町
に
お
い
て
は
、
都
市
計
画
区

域
内
の
地
域
は
未
線
引
き
地
域
と
し
て
い
ま

す
。
用
途
に
つ
い
て
は
指
定
を
し
て
い
ま
せ

ん
。
現
状
の
土
地
利
用
を
反
映
さ
せ
た
容
積

率
や
建
ぺ
い
率
は
建
築
基
準
法
い
っ
ぱ
い
の

形
態
基
準
を
指
定
し
、
住
宅
地
、
建
築
物
建

設
の
緩
和
を
行
っ
て
い
ま
す
。

３
点
目
に
つ
い
て
は
、
旧
揖
斐
川
地
域
は

都
市
計
画
区
域
内
の
未
線
引
き
地
域
で
す
。

農
振
農
用
地
区
域
を
除
い
て
宅
地
開
発
は

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
計
画
的
な
土

林

幹
夫

議
員

問

人
口
減
少
と
定
住
化
対
策
に
つ

い
て

答

宗
宮

孝
生
町
長

議会だより
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地
利
用
計
画
を
進
め
、
良
好
な
宅
地
用
地
確

保
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
４
点
目
に
つ
い
て
は
、
人
口
の
減

少
、
過
疎
化
の
対
策
と
し
て
北
方
奥
郷
住
宅

が
年
内
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で

も
町
営
住
宅
の
整
備
は
計
画
的
に
進
め
て
お

り
、
住
宅
供
給
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

今
後
も
第
一
次
総
合
計
画
及
び
町
営
住
宅

建
設
計
画
に
基
づ
い
て
、
優
良
な
住
宅
用
地

を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
５
点
目
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
支

援
と
し
て
昨
年
１０
月
よ
り
、
小
学
校
卒
業
時

ま
で
の
乳
幼
児
・
児
童
に
医
療
費
の
助
成
を

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
か
ら
「
す
こ
や
か
ベ
ビ
ー

祝
い
金
制
度
」
を
全
町
に
拡
大
を
し
ま
し
た
。

児
童
手
当
に
つ
い
て
も
、
４
月
か
ら
こ
れ

ま
で
の
小
学
校
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
に

拡
大
を
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
所
得
制
限
が

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
制
度
に
関
し
て
、
広
報
「
い
び

が
わ
」
で
周
知
を
行
っ
た
ほ
か
、
児
童
手
当

に
つ
い
て
は
、
保
育
園
、
幼
児
園
、
小
学
校

を
通
じ
て
各
家
庭
へ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

な
ど
を
し
て
周
知
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
、
広
く
内

外
に
情
報
の
発
信
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
機
会
を
と
ら
え
周
知
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
情
報
通
信
基
盤
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
を
全
町
に
敷
設
す
る
作
業
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
早
期
の
使
用
開
始
を
住
民
が
切
望
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
に
従
来
ま
で
情
報
伝
達
の
柱
と

し
て
い
た
防
災
行
政
無
線
を
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
整
備
し
絡
ま
せ
る
の
か
、
計
画
を
伺

い
ま
す
。

次
に
、
テ
レ
ビ
の
難
視
地
域
に
あ
る
テ
レ

ビ
共
同
受
信
組
合
に
つ
い
て
で
す
が
、
町
と

し
て
、
各
組
合
の
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
を

新
し
い
情
報
通
信
基
盤
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
敷
設
事
業
に
包
括
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
包
括
施
策
を
伺

い
ま
す
。

本
町
に
お
け
る
災
害
情
報
等
の
提
供
手
段

と
し
て
、
現
在
は
防
災
行
政
無
線
で
住
民
の

皆
さ
ん
に
伝
達
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
よ
り
整
備
を
し
ま
す
放
送
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
で
は
、
緊
急
の
連
絡
を
音

声
告
知
放
送
で
行
え
る
よ
う
に
整
備
を
し
ま

す
。
有
線
で
告
知
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、

現
在
の
防
災
行
政
無
線
は
そ
の
ま
ま
利
用
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
対
し
て
、

現
在
の
防
災
行
政
無
線
の
無
線
系
と
放
送
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
有
線
系
の
二
つ
の
シ
ス

テ
ム
の
持
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
て
、

災
害
時
の
情
報
伝
達
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

次
に
、
テ
レ
ビ
共
同
受
信
設
備
の
具
体
的

な
包
括
方
策
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
町
内
に

は
約
４０
施
設
ぐ
ら
い
の
テ
レ
ビ
共
同
受
信
組

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
組
合
は
、
生

い
立
ち
も
違
い
、
管
理
運
営
も
さ
ま
ざ
ま
と

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
部
の
組
合
を
除
き
、
２
０
１

１
年
７
月
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
へ
の
対
応
が
で
き
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。
町
内
の
大
半
の
世
帯
が
今
後
何

ら
か
の
対
応
が
必
要
と
な
り
、
相
当
の
負
担

も
伴
う
わ
け
で
す
か
ら
、
町
と
し
ま
し
て
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
整
備
す
る
こ
と
で
支
援
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
、
テ
レ
ビ
共
同
受
信
組
合
が

維
持
管
理
し
て
い
る
施
設
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

組
合
の
財
産
で
あ
り
、
行
政
が
関
与
す
る
べ

き
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
放
送
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
平
坦
部
と
山
間
部
の
情

報
格
差
の
是
正
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
現

時
点
で
考
え
得
る
最
善
の
策
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
入
浴
施
設
は
、
月
、

水
、
金
の
週
３
日
間
開
設
さ
れ
、
夜
の
利
用

者
は
、
１
日
１５
名
か
ら
２０
名
程
、
昼
の
利
用

者
は
、
６０
名
、
多
い
日
は
、
９０
名
か
ら
１
０

０
名
に
も
達
す
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
地
域
の
高
齢
者
に
と
っ
て
、

入
浴
施
設
は
、
多
く
の
人
の
ふ
れ
あ
い
の
場

と
な
っ
て
お
り
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設

と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
本
年
１０
月
い
っ
ぱ
い
で
廃
止
と

お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
の
方
か
ら

何
と
か
存
続
で
き
な
い
か
と
い
う
お
話
も
あ

り
ま
す
。

私
は
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
は
入
浴
だ
け
の
施

設
で
は
な
く
、
地
域
の
元
気
な
お
年
寄
り
の

出
会
い
の
場
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
付
加
価
値

を
つ
け
、
公
衆
浴
場
を
健
康
づ
く
り
の
拠
点

と
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
新
規
事
業
と
し
て
温
熱

効
果
を
予
防
医
学
的
な
側
面
よ
り
研
究
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
１８
年
の
介
護
保
険

法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
高
齢
者
の
自
立
・

問

情
報
通
信
基
盤
・
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
敷
設
事
業
と
現
行
の
防

災
行
政
無
線
・
テ
レ
ビ
共
同
受

信
と
の
事
業
連
携
に
つ
い
て

答

宗
宮

孝
生
町
長

錦
野

悦
朗

議
員

問

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
入
浴

施
設
の
廃
止
に
つ
い
て

議会だより
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予
防
に
も
力
を
い
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

入
浴
は
、
軽
度
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
性
痴

呆
予
防
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
、
筋
力
向
上
に

も
効
果
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
予
防
事
業
の
一

つ
と
し
て
、
温
熱
効
果
を
利
用
し
た
方
法
を

取
り
入
れ
、
年
々
高
ま
る
医
療
費
の
引
き
下

げ
の
一
策
と
し
て
考
え
る
な
ど
、
今
後
も
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
入
浴
施
設
の
存
続
を

考
え
ら
れ
な
い
か
、
町
長
に
伺
い
ま
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
５９
年
１
月

に
完
成
し
、
２２
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

入
浴
施
設
の
老
朽
化
も
最
近
著
し
く
な
り
、

維
持
修
繕
費
も
多
額
な
経
費
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
地
元
揖
斐
地
区
の

区
長
さ
ん
方
に
こ
の
３
月
と
４
月
に
ご
相
談

を
申
し
上
げ
、
現
状
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
入
浴
施
設
の
廃
止
に
つ
い
て
ご
理
解

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
揖
斐
地
区
の
区
長
会
か
ら
も
ご

要
望
が
ご
ざ
い
ま
す
よ
う
に
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
触
れ
合
い
の
場
、
語
ら
い
の
場
と
い
っ

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
動
拠
点
と
し
て
、

例
え
ば
揖
斐
地
区
の
地
区
公
民
館
と
し
て
の

活
用
が
で
き
な
い
か
と
、
現
在
、
検
討
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
入
浴
施
設
を
９

月
末
で
廃
止
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

入
浴
施
設
の
廃
止
に
伴
う
代
替
と
し
て
、

利
用
者
の
利
便
を
図
る
た
め
町
内
に
あ
る
、

か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
の
薬
草
の
湯
、
久
瀬
の

白
龍
の
湯
な
ど
の
施
設
へ
の
福
祉
バ
ス
の
運

行
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
か
す
が
モ

リ
モ
リ
村
の
薬
草
の
湯
へ
は
試
験
的
に
週
１

回
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
入
浴
施
設
を

健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
等
に
活
用
で
き
な

い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、本
年
４
月
の

介
護
保
険
法
改
正
に
よ
り
、
高
齢
者
の
方
々

の
相
談
や
介
護
予
防
に
関
す
る
拠
点
と
し
て
、

旧
揖
斐
川
幼
稚
園
で
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
活
動
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
認
知
症
の
予
防
に
つ
い
て
は
、
先
般

東
北
大
学
の
川
島
隆
太
教
授
を
招
い
て
「
脳

の
老
化
は
計
算
と
音
読
で
防
げ
る
」
と
題
し

て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の

町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
認
知

症
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ら
れ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
認
知
症
予
防
に
も
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
近
年
体
育
施
設
の
利
用
団
体

を
対
象
に
し
た
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
役
場
、

学
校
、
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
に
も
設
置

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

先
日
の
新
聞
に
も
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
い
救
助

さ
れ
た
と
い
う
実
例
も
載
っ
て
お
り
ま
す
。

町
と
し
て
も
、
非
常
に
厳
し
い
財
政
の
中
、

救
え
る
可
能
性
が
あ
る
な
ら
ば
、
優
先
的
に

小
中
学
校
を
は
じ
め
と
し
て
、
公
民
館
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
設
置
で
き
な
い
か

伺
い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
平
成
１７
年
度
に
健

康
広
場
に
１
基
設
置
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー
、
揖

斐
川
プ
ー
ル
、
谷
汲
プ
ー
ル
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民
館
、
谷
汲
サ
ン
サ

ン
ホ
ー
ル
に
７
月
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
１
基
設
置

を
し
、
緊
急
時
に
備
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
順
次
考
え
、

差
し
当
た
り
全
中
学
校
に
設
置
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

尚
、
使
用
方
法
の
啓
発
に
つ
い
て
は
、
職

員
が
業
者
か
ら
指
導
を
受
け
る
と
と
も
に
、

消
防
署
ま
た
は
必
要
に
応
じ
て
、
医
師
の
派

遣
を
要
請
し
、
住
民
の
方
を
対
象
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
と
心
肺
蘇
生
の
講
習
会
を
行
い
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
活
用
で
き
る
よ
う
普
及

活
動
に
努
め
ま
す
。

平
成
１６
年
５
月
の
合
併
協
議
の
中
で
、
地

方
分
権
や
高
度
な
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
住
民
が
利
用
し
や
す
い
行
政
拠
点
の
整

備
を
し
、
新
庁
舎
の
整
備
と
統
合
に
つ
い
て

は
、
住
民
の
意
向
や
財
政
事
情
を
踏
ま
え
て

検
討
す
る
と
あ
り
ま
す
。

現
在
の
役
場
は
、
昭
和
４６
年
に
完
成
し
以

来
３５
年
が
経
過
し
て
お
り
ま
す
。
今
で
は
、

最
も
古
い
建
物
と
な
り
、
大
き
な
地
震
が
来

た
と
き
に
役
場
の
機
能
が
果
た
せ
る
の
か
不

安
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
各
種
団
体
が
会
議
を
行
う
に
つ
い

て
も
、
会
議
室
が
不
足
す
る
と
い
っ
た
不
便

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
は
、
庁
舎
建
設
の
基
本
構
想
の

調
査
費
と
し
て
予
算
を
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

町
村
合
併
に
対
す
る
国
や
県
の
財
政
支
援
措

置
に
は
、支
援
期
間
の
短
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

答

宗
宮

孝
生
町
長

問

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
設
置
に
つ
い
て

答

宗
宮

孝
生
町
長

坪
井

重
憲

議
員

問

合
併
町
村
に
対
す
る
国
県
の
財

政
支
援
と
新
庁
舎
建
設
基
本
構

想
に
つ
い
て

議会だより
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新
庁
舎
を
建
設
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
財
源

と
し
て
ど
れ
く
ら
い
合
併
支
援
措
置
等
が
あ

る
の
か
、
補
助
金
等
を
予
定
さ
れ
て
い
る
の

か
町
長
に
伺
い
ま
す
。

合
併
協
議
の
中
で
、
地
方
分
権
や
高
度
な

行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
住
民
が
利
用

し
や
す
い
行
政
拠
点
を
整
備
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
合
併
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
中
に
も
新

庁
舎
の
建
設
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

合
併
特
例
法
に
よ
る
合
併
推
進
の
た
め
の

財
政
支
援
措
置
は
、
国
か
ら
の
合
併
市
町
村

補
助
金
、
県
か
ら
の
岐
阜
県
合
併
支
援
交
付

金
、
地
方
債
で
あ
る
合
併
特
例
債
、
そ
し
て

普
通
交
付
税
並
び
に
特
別
交
付
税
の
財
政
支

援
措
置
が
あ
り
ま
す
。

期
間
並
び
に
揖
斐
川
町
に
対
す
る
財
政
支

援
措
置
限
度
額
は
、
国
の
合
併
市
町
村
補
助

金
は
特
例
法
の
改
正
に
よ
り
、
合
併
か
ら
３

年
間
で
し
た
が
、
平
成
２５
年
度
ま
で
延
長
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
岐
阜
県
合
併
支
援
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
平
成
２１
年
度
ま
で
の
６
年
間
で
す
。

次
に
合
併
特
例
債
で
す
が
、
平
成
２６
年
度

ま
で
の
１０
年
間
で
、
１
２
８
億
円
の
発
行
が

可
能
で
す
。
そ
の
償
還
元
利
金
に
対
し
て
７０

％
の
交
付
税
の
算
入
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
財
政
支
援
措
置
と
し
て
は
、普

通
交
付
税
の
激
変
緩
和
措
置
や
、新
た
な
ま
ち

づ
く
り
計
画
や
合
併
関
係
市
町
村
間
の
格
差

是
正
な
ど
、特
別
な
需
要
に
対
し
、特
別
交
付

税
と
し
て
平
成
１９
年
度
ま
で
の
３
年
間
が
対

象
期
間
で
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。以
上
が
合
併
に
伴
う
財
政
支
援
措
置
で
す
。

庁
舎
建
設
に
伴
う
財
源
措
置
に
つ
い
て
は
、

一
般
的
な
補
助
金
は
な
く
、
一
般
単
独
債
を

起
こ
し
て
建
設
を
行
う
の
が
通
常
で
す
が
、

前
述
の
合
併
に
よ
る
国
庫
補
助
金
、
県
合
併

支
援
交
付
金
並
び
に
合
併
特
例
債
、
い
ず
れ

も
充
当
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

庁
舎
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
財
政

支
援
措
置
が
あ
る
期
限
内
に
行
う
の
が
よ
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
は
、
当
初
予
算
で
基
本
構
想
を

策
定
す
る
予
算
を
お
認
め
い
た
だ
い
て
お
り
、

用
地
の
確
保
、
健
全
な
財
政
措
置
等
、
建
設

に
至
る
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
に
、

議
会
の
皆
さ
ん
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

揖
斐
川
の
清
き
流
れ
と
全
山
紅
葉
し
た
山

あ
い
の
コ
ー
ス
を
走
る
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン

は
、
昭
和
６３
年
１１
月
１３
日
、
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
３
４
０
０
人
の
市
民
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
以
来
、
昨
年
に
は
１８
回
積
み

重
ね
た
大
会
は
、
全
国
で
も
屈
指
の
大
会
に

ま
で
成
長
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
コ
ー
ス
の
一
部
で
あ
る
東
横
山

地
内
で
大
規
模
な
地
滑
り
が
発
生
し
、
コ
ー

ス
が
通
行
不
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
の
大
会
に
は
、
コ
ー
ス
を
変
更
し
て

も
実
施
さ
れ
る
の
か
、
全
国
の
ラ
ン
ナ
ー
に

情
報
を
ど
の
よ
う
に
提
供
さ
れ
る
の
か
町
長

の
お
考
え
と
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
も
、
今
年
で
第
１９
回

目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

藤
橋
地
区
の
地
す
べ
り
の
件
で
は
多
く
の

方
々
に
御
心
配
を
お
か
け
し
、
ま
た
ご
尽
力

を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
席
を
お
か
り
し

ま
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
地
す
べ
り
は
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
コ

ー
ス
の
１９
キ
ロ
過
ぎ
の
イ
ビ
デ
ン
東
横
山
発

電
所
手
前
で
発
生
し
た
も
の
で
、
マ
ラ
ソ
ン

コ
ー
ス
の
２
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
わ
た
り
、

地
す
べ
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
国
、
県
等
の
監
視
の
も
と
で
、
県

に
お
い
て
応
急
の
仮
復
旧
を
施
工
し
て
い
ま

す
。
ま
た
国
土
交
通
省
へ
出
向
い
て
、
直
接

要
望
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
前
に
お
い
て
も
、
２
０
０
２
年
、
２
０

０
３
年
に
も
同
じ
よ
う
な
地
す
べ
り
が
久
瀬

地
内
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
も
関
係
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
コ
ー
ス
の
変

更
を
し
、
そ
し
て
そ
の
上
で
安
全
を
保
ち
な

が
ら
実
施
し
た
２
年
間
で
し
た
。

今
回
も
コ
ー
ス
の
一
部
変
更
は
伴
う
と
は

思
い
ま
す
が
、
全
国
の
皆
さ
ん
に
待
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
１９
回
大
会
は

予
定
ど
お
り
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
揖
斐
警
察

署
、
西
濃
陸
上
競
技
協
会
と
も
協
議
を
重
ね

て
お
り
、
４２
・
１
９
５
�
は
公
認
コ
ー
ス
で

す
が
、
こ
れ
を
保
ち
な
が
ら
全
国
か
ら
来
て

い
た
だ
け
る
ラ
ン
ナ
ー
が
安
心
し
て
、
楽
し

ん
で
走
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
コ
ー
ス
と
し
て

開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
の
庁
舎
は
、
会
議
に
訪
れ
ま
し
て
も

３
階
ま
で
歩
い
て
の
上
り
下
り
と
高
齢
者
に

は
、
大
変
辛
い
時
が
あ
る
と
お
聞
き
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
会
議
室
も
少
な
く
、
あ
る
時
は
中

央
公
民
館
、
あ
る
時
は
振
興
事
務
所
で
の
開

催
と
な
り
、
拠
点
整
備
を
急
ぐ
必
要
を
感
じ

答

宗
宮

孝
生
町
長

問

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

答

宗
宮

孝
生
町
長

山
口

好
文

議
員

問

町
施
設
の
耐
震
化
と
新
庁
舎
建

設
基
本
計
画
に
つ
い
て

議会だより
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て
お
り
ま
す
。

行
政
体
系
の
事
務
の
効
率
化
を
図
る
に
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
、
課
が
一
つ
の
事
務
所
で
仕

事
が
行
わ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

広
大
な
町
を
守
る
拠
点
の
庁
舎
に
は
、
同

等
な
規
模
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す

が
、
町
長
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
東
南
海
・
南
海
地
震
防
災
対
策
推

進
指
定
市
町
村
で
あ
る
揖
斐
川
町
は
、
震
度

６
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
指
針
で
は
、

一
、
地
震
を
予
知
し
、
こ
れ
に
備
え
る
。

二
、
地
震
に
強
い
建
物
に
す
る
。

三
、
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
。

四
、
火
事
を
食
い
止
め
る
。

五
、
地
域
で
助
け
合
い
命
を
守
る
。

と
あ
り
ま
す
。

町
内
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
、
耐
震
の
調

査
は
、
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。
行
わ
れ
て
い

れ
ば
そ
の
耐
震
調
査
結
果
と
補
強
状
況
を
伺

い
ま
す
。

現
在
、
本
庁
舎
に
は
３
部
１６
課
と
会
計
課

及
び
議
会
事
務
局
が
あ
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
に
つ
い
て
は
学
校
教
育
課
が

谷
汲
地
区
に
、
あ
る
い
は
社
会
教
育
課
が
中

央
公
民
館
に
、
文
化
課
が
歴
史
民
俗
資
料
館

に
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
が
健
康
広
場
に
そ
れ

ぞ
れ
事
務
室
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
情
報
政
策
課
、
健
康
増
進
課
に

つ
い
て
は
、
課
の
性
質
上
、
そ
の
設
備
及
び

機
能
を
備
え
た
建
物
内
に
あ
り
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
直
結
で
き
る
よ
う
事
務
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
教
育
委
員
会
事
務
局

が
谷
汲
地
内
に
あ
り
、
教
育
委
員
会
部
局
の

各
課
が
各
施
設
に
分
散
を
し
て
お
り
、
事
務

の
利
便
性
、
事
務
の
効
率
性
に
も
問
題
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
を
建
設
す
る
と
な
れ
ば
本
庁
に
各

部
課
が
入
る
こ
と
が
で
き
、
各
種
の
会
議
が

で
き
る
よ
う
な
大
・
小
会
議
室
を
備
え
、
ま

た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

な
ど
を
考
え
て
、
現
庁
舎
の
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
点
を
解
決
で
き
る
よ
う
な
規
模
並
び
に
性

能
を
有
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

次
に
、
耐
震
調
査
に
つ
い
て
、
旧
村
で
調

査
を
実
施
し
た
施
設
は
、
春
日
振
興
事
務
所
、

久
瀬
振
興
事
務
所
で
す
。

そ
れ
以
外
の
本
庁
、
谷
汲
振
興
事
務
所
、

藤
橋
振
興
事
務
所
、
坂
内
振
興
事
務
所
は
耐

震
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

坂
内
振
興
事
務
所
隣
の
情
報
館
は
、
平
成

１３
年
度
に
建
設
し
て
お
り
、
耐
震
構
造
で
建

築
さ
れ
て
い
ま
す
。

耐
震
調
査
後
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し

た
施
設
は
、
春
日
振
興
事
務
所
だ
け
で
す
。

本
庁
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
耐
震
調
査
を

実
施
し
て
基
本
構
想
の
基
礎
調
査
と
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

東
海
東
南
海
地
震
に
対
し
て
も
、
重
要
な

防
災
拠
点
と
し
て
庁
舎
基
本
構
想
の
中
に
盛

り
込
み
、
各
振
興
事
務
所
に
お
い
て
も
役
割

を
担
え
る
だ
け
の
整
備
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

主
要
地
方
道
「
山
東
本
巣
線
」
は
、
谷
汲

へ
の
観
光
客
を
は
じ
め
、
名
礼
地
区
の
大
規

模
工
場
の
建
設
、
創
業
及
び
高
齢
者
福
祉
施

設
、
谷
汲
統
合
小
学
校
の
建
設
、
ま
た
横
蔵

地
区
の
乙
原
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ
り
ま
し

て
、
交
通
量
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

谷
汲
駅
か
ら
東
へ
７
０
０
ｍ
は
、
現
況
幅

員
５
ｍ
で
、
普
通
車
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
バ

ス
等
が
対
向
車
と
し
て
交
差
す
る
と
き
は
、

最
も
危
険
な
所
で
す
。

こ
の
本
線
道
路
改
良
徳
積
工
区
は
、
平
成

５
年
度
に
測
量
設
計
が
行
わ
れ
、
部
分
的
に

着
手
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
１２
年
間
の
年
月
の

中
で
、
な
か
な
か
改
良
工
事
が
進
ん
で
お
り

ま
せ
ん
。

新
揖
斐
川
町
の
一
員
と
し
て
、
観
光
交
流

産
業
の
発
展
を
願
い
努
力
す
る
中
で
、
こ
の

道
路
改
良
は
、
長
年
の
地
域
住
民
の
願
い
で

あ
り
、
早
期
着
工
、
全
線
開
通
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

本
線
の
現
状
、
必
要

性
、
ま
た
、
将
来
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
ご

所
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

本
町
の
自
立
を
実
現
し
、
ふ
れ
あ
い
豊
か

な
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
を
目
指
す
た
め
に
は

谷
汲
山
華
厳
寺
、
あ
る
い
は
両
界
山
横
蔵
寺

を
は
じ
め
と
し
た
歴
史
的
な
観
光
資
源
、
ま

た
、
今
年
の
秋
、
湛
水
が
始
ま
る
と
言
わ
れ

ま
す
徳
山
ダ
ム
な
ど
、
新
た
に
生
ま
れ
て
く

る
観
光
資
源
と
の
連
携
が
特
に
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
町
内
の

道
路
整
備
は
重
要
な
課
題
で
す
。

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
岐
阜
方
面
か
ら
の
谷

汲
地
区
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
る
主
要
地

方
道
山
東
・
本
巣
線
の
現
状
に
つ
い
て
は
、

徳
積
、
長
瀬
工
区
に
お
い
て
、
未
改
良
の
区

間
が
あ
り
ま
す
。
平
成
１０
年
の
谷
汲
山
大
橋

の
開
通
、
更
に
は
平
成
１６
年
の
乙
原
ト
ン
ネ

ル
の
開
通
に
よ
り
、
以
前
に
比
べ
山
東
・
本

巣
線
の
通
行
量
は
増
え
て
い
ま
す
。

未
改
良
区
間
に
お
い
て
、
渋
滞
を
起
こ
す

な
ど
の
状
況
で
あ
り
ま
す
。
早
急
な
道
路
整

備
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

答

宗
宮

孝
生
町
長

高
橋

元
之

議
員

問

主
要
地
方
道
「
山
東
本
巣
線
」

の
道
路
改
良
に
つ
い
て

答

宗
宮

孝
生
町
長
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当
工
区
の
道
路
整
備
を
促
進
す
る
た
め
に

は
、
拡
幅
用
地
の
取
得
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
今
後
も
県
に
対
し
て
強
く
要
望
す
る
と

も
に
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
が
得
ら

れ
ま
す
よ
う
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
揖
斐
川
町
に
は
町
立
の
保
育
園
と

幼
児
園
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
こ
の
幼
児
園

と
い
う
名
称
を
決
め
る
と
き
に
、
な
じ
み
に

く
い
と
い
う
こ
と
、
保
育
内
容
、
ま
た
教
育

内
容
が
同
じ
な
の
に
、
同
じ
町
内
で
使
い
分

け
る
の
は
お
か
し
い
、
統
一
す
べ
き
だ
と
い

う
こ
と
で
条
例
に
反
対
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
で
も
、
統
一
す
る
の
が
望
ま
し

い
が
、
今
回
は
と
い
う
よ
う
な
消
極
的
な
意

見
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

早
急
に
、
変
更
し
統
一
す
べ
き
と
思
い
ま

す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
変
更
す
る
と
き
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
る
な
ど
し
て
住
民
の
意
見
を
聞
い
て
い
た

だ
き
た
い
。

も
っ
と
、
住
民
に
知
ら
せ
て
改
正
し
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
伺
い
ま
す
。

揖
斐
川
町
立
保
育
所
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
第
２
条
に
保
育
所
の
名
称
が
記

載
し
て
あ
り
ま
す
が
、
旧
揖
斐
川
町
は
幼
児

園
、
旧
５
村
は
保
育
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。

旧
揖
斐
川
町
の
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
か

ね
て
か
ら
幼
保
一
元
化
の
中
で
し
っ
か
り
子

ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
教
育
を
考
慮
し

た
も
の
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
平
成
１５

年
度
か
ら
協
議
を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
教
育
重
視
と
い
う
こ
と
で
幼

児
園
と
い
う
名
称
に
な
り
、
平
成
１７
年
４
月

１
日
か
ら
発
足
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
旧
５
村
に
つ
き
ま
し
て

は
こ
の
話
し
合
い
も
ま
だ
進
ん
で
い
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
合
併
時
は
保
育
園
と
い
う
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

名
称
の
統
一
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
か
ら
も
統
一
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
も

聞
い
て
い
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、
平
成
１８
年
６
月
９
日
に
、

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等

の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
が

可
決
、
成
立
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
平
成
１８

年
１０
月
１
日
か
ら
の
施
行
と
な
り
ま
す
。
法

案
の
主
な
も
の
は
、
幼
稚
園
と
保
育
所
を
制

度
と
し
て
一
元
化
す
る
も
の
で
は
な
く
、
基

本
的
に
は
幼
稚
園
、
保
育
所
が
そ
の
性
格
を

有
し
た
ま
ま
教
育
と
保
育
を
一
体
的
に
提
供

す
る
仕
組
み
を
導
入
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

名
称
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
国
の
就
学

前
児
童
へ
の
総
合
的
な
幼
児
教
育
、
保
育
へ

の
動
向
を
考
慮
し
ま
し
て
、
今
後
、
議
員
の

皆
さ
ん
や
保
護
者
会
、
地
域
審
議
会
、
行
政

推
進
委
員
会
な
ど
の
ご
意
見
も
承
り
、
十
分

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

近
鉄
養
老
線
に
つ
い
て
、
揖
斐
川
町
内
で

話
し
て
も
養
老
線
だ
か
ら
関
係
な
い
と
い
う

方
が
み
え
ま
す
が
、
桑
名
駅
か
ら
揖
斐
駅
ま

で
、
こ
の
全
線
が
近
鉄
養
老
線
で
す
の
で
、

今
、
廃
線
の
危
機
に
あ
る
養
老
線
は
揖
斐
川

町
に
と
っ
て
も
大
変
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

町
長
は
、
近
鉄
は
撤
退
し
な
い
か
ら
、
大

丈
夫
と
い
う
説
明
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
近

鉄
養
老
線
に
関
す
る
研
究
会
」
で
は
、
平
成

１９
年
３
月
を
目
処
に
新
会
社
設
立
を
含
め
た

新
し
い
運
営
形
態
に
移
行
で
き
る
よ
う
諸
手

続
を
進
め
る
と
い
う
確
約
書
ま
で
交
わ
さ
れ

て
い
ま
す
。
あ
と
１
年
も
あ
り
ま
せ
ん
。
他

の
沿
線
自
治
体
で
は
、
色
々
行
動
を
起
こ
し

て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
活

動
を
聞
き
ま
せ
ん
。
こ
の
先
、
何
を
行
う
つ

も
り
な
の
か
、
存
続
の
た
め
に
ど
う
い
っ
た

対
応
を
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

近
鉄
養
老
線
に
つ
い
て
は
、
平
成
１６
年
８

月
に
近
鉄
か
ら
支
援
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
後
、
大
垣
市
、
桑
名
市
を
初
め
と
す

る
３
市
４
町
の
沿
線
市
町
が
綿
密
に
連
携
を

図
り
つ
つ
対
応
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。沿

線
市
町
の
首
長
会
議
と
も
意
見
交
換
を

し
て
い
ま
す
が
、
揖
斐
川
町
の
み
な
ら
ず
皆

さ
ん
の
共
通
の
思
い
と
し
て
、
何
と
か
残
し

た
い
と
い
う
方
向
で
協
議
し
て
い
ま
す
。

町
と
し
ま
し
て
も
、
近
鉄
養
老
線
、
揖
斐

線
と
言
い
ま
す
が
、
利
用
者
を
増
や
す
と
い

う
観
点
か
ら
、
定
住
化
の
促
進
と
地
域
の
活

性
化
を
図
る
と
い
う
中
で
、
近
鉄
揖
斐
駅
周

辺
の
整
備
に
対
し
て
、
現
在
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

今
年
度
も
当
初
予
算
で
お
認
め
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
の
で
、
現
在
地
元
調
整
を
進

め
て
い
る
段
階
で
す
。

合
併
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
掲
げ
て
い
ま
す

よ
う
に
、
公
共
交
通
で
あ
る
鉄
道
は
、
高
齢

者
や
高
校
生
と
い
っ
た
車
を
運
転
し
な
い

方
々
に
優
し
い
、
地
域
に
最
低
限
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
存

続
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
引
き
続
き
沿
線
市

町
と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

小
倉

昌
弘

議
員

問

幼
児
園
に
つ
い
て

答

宗
宮

孝
生
町
長

問

近
鉄
養
老
線
に
つ
い
て

答

宗
宮

孝
生
町
長

議会だより
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去
る
５
月
２１
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
全
国
植

樹
祭
は
、
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
下
呂
市
で

開
催
さ
れ
、
ま
た
、
本
揖
斐
川
町
谷
汲
を
は

じ
め
、
４
か
所
で
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
が
設
け

ら
れ
、
県
下
を
挙
げ
て
盛
大
に
森
林
に
対
す

る
思
い
を
広
め
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

本
町
も
合
併
を
し
て
９３
％
が
森
林
と
い
う

山
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
あ
り
、
今
後
の
財
産

豊
か
な
町
に
向
け
た
森
林
に
す
る
た
め
に
は
、

林
道
、
作
業
道
の
新
設
、
整
備
が
必
要
と
思

い
ま
す
。

今
後
の
若
い
世
代
の
方
々
に
、
こ
の
町
の

地
域
の
財
産
を
受
け
継
い
で
い
た
だ
く
に
は
、

特
に
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

過
去
、
合
併
前
に
お
い
て
も
、
林
道
整
備

は
い
ろ
い
ろ
と
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
、
林
道
整
備
は
必
要
と
思

い
ま
す
。
町
長
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

町
内
の
林
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
林
道
は

現
況
と
し
て
９１
路
線
、
林
道
の
延
長
は
、
２

６
３
�
に
及
ん
で
い
ま
す
。
林
道
の
整
備
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
林
業
の
振
興
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
山
間
地
域
に
お
け
る
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
の
交
通
路
及
び
万
が
一
の
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
、
孤
立
し
た
被
災
地
へ

の
迂
回
路
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

去
る
５
月
１２
日
に
は
東
横
山
の
揖
斐
川
沿

い
の
山
腹
で
大
規
模
な
地
す
べ
り
が
発
生
す

る
な
ど
、
自
然
災
害
は
い
つ
何
ど
き
発
生
す

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

住
民
の
方
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

林
道
整
備
事
業
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
三

位
一
体
の
補
助
金
カ
ッ
ト
か
ら
始
ま
り
ま
し

て
、
今
、
未
整
備
交
付
金
と
い
う
形
の
中
で

県
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
国
、
県
に
対
し
て
強
く
要
望
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
行
政
拠
点
の
位
置
に
つ
い
て
、
滋

賀
県
に
抜
け
る
国
道
３
０
３
号
線
、
近
い
将

来
抜
け
る
国
道
冠
山
ト
ン
ネ
ル
の
４
１
７
号

線
、
春
日
池
田
方
面
と
谷
汲
・
東
山
ト
ン
ネ

ル
に
繋
が
る
付
近
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た

方
向
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

１
町
５
村
で
合
併
し
た
谷
汲
地
内
に
お
い

て
は
、
東
ノ
山
ト
ン
ネ
ル
に
よ
り
揖
斐
川
町

役
場
へ
行
き
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

春
日
や
久
瀬
、
藤
橋
、
坂
内
ま
で
近
く
な
り

ま
し
た
。

新
し
い
時
代
を
拓
き
、
参
加
と
交
流
の
町

づ
く
り
を
目
指
す
行
政
拠
点
は
、
こ
う
し
た

状
況
を
考
慮
し
整
備
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

現
在
の
庁
舎
敷
地
で
は
、
住
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
十
分
な
く
会
議

室
も
不
足
し
大
変
不
便
で
あ
る
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

新
庁
舎
を
構
想
さ
れ
る
場
合
、
場
所
な
ど

を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
か
伺
い
ま
す
。

本
庁
舎
に
つ
い
て
は
昭
和
４６
年
に
竣
工
し
、

３５
年
経
過
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
住
民

情
報
シ
ス
テ
ム
や
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に

対
応
す
る
た
め
の
改
造
工
事
、
公
用
車
等
の

車
庫
の
改
修
工
事
は
行
っ
て
い
ま
す
が
、
基

本
的
な
増
築
工
事
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

時
代
の
要
請
と
と
も
に
対
処
す
る
こ
と
は

し
ま
し
た
が
、
根
本
的
な
庁
舎
構
造
に
つ
い

て
は
建
設
当
時
そ
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
本
庁
舎
は
町
村
合
併
に
よ
り
、
会

議
室
を
事
務
室
に
改
修
し
、
事
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。
通
路
を
は
じ
め
、
余
裕
の
空
間
ス

ペ
ー
ス
が
な
く
、
町
民
の
方
か
ら
見
れ
ば
ど

こ
に
ど
の
課
が
あ
る
の
か
わ
か
り
に
く
い
状

況
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

御
質
問
の
本
庁
舎
の
位
置
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
当
初
予
算
で
、
お
認
め
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
の
で
、
庁
舎
建
設
基
本
構
想
の
調

査
費
を
使
っ
て
基
本
構
想
を
し
っ
か
り
つ
く

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

規
模
、
位
置
に
つ
い
て
は
、
ご
意
見
を
賜

り
な
が
ら
、
今
後
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

揖
斐
川
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
本
年
４
月
以
降
に
、
行
政
推

進
員
さ
ん
や
共
同
テ
レ
ビ
組
合
の
組
合
長
さ

ん
に
説
明
を
さ
れ
る
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
６
月
に
な
り
ま
し
て
も
ご
ざ
い
ま

せ
ん
の
で
、
質
問
を
し
ま
す
。

一
つ
は
、
現
段
階
に
お
け
る
進
捗
状
況
を

お
聞
き
し
ま
す
。

二
つ
目
は
、
個
人
負
担
額
に
つ
い
て
で
す
。

月
額
１
０
５
０
円
、
年
額
１
万
２
６
０
０
円

が
維
持
費
と
し
て
か
か
り
ま
す
。
高
い
文
化

生
活
を
営
も
う
と
思
う
と
そ
れ
は
、
お
金
が

か
か
る
と
い
う
こ
と
は
当
然
で
す
。
現
在
、

所

登
喜
雄

議
員

問

森
林
整
備
と
林
道
・
作
業
道
の

事
業
推
進
に
つ
い
て

答

宗
宮

孝
生
町
長

問

行
政
拠
点
、
庁
舎
建
設
基
本
構

想
に
つ
い
て

答

宗
宮

孝
生
町
長

山
本

猷
治

議
員

問

揖
斐
川
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
事
業
に
つ
い
て
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町
内
の
共
同
テ
レ
ビ
組
合
は
、
４０
施
設
く
ら

い
あ
る
と
聞
い
て
ま
す
。
そ
の
中
で
維
持
費

と
し
て
個
人
が
納
め
て
い
る
金
額
は
、
０
円

か
ら
高
い
組
合
で
も
６
０
０
円
く
ら
い
と
聞

い
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
加
入

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
個
人
の
出
費
を
で
き

る
だ
け
低
く
で
き
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

ま
た
、
共
同
テ
レ
ビ
組
合
で
は
、
現
在
あ

る
ケ
ー
ブ
ル
を
外
す
と
き
に
約
２
０
０
万
か

ら
３
０
０
万
円
か
か
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
の
ケ
ー
ブ
ル
は
、
廃
棄
物
と
し
て
処
理
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。
何
と
か

町
の
方
で
お
願
い
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

三
つ
目
に
は
、
行
政
推
進
員
さ
ん
や
共
聴

組
合
の
組
合
長
さ
ん
へ
の
細
部
に
わ
た
る
説

明
は
、
い
つ
頃
さ
れ
る
予
定
で
す
か
。

２
０
１
１
年
に
は
、
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
切
り
か
わ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
、
町
と
し
て
合

併
の
協
議
の
中
で
も
進
め
て
き
ま
し
た
情
報

ネ
ッ
ト
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
点
に
つ
い
て
理
解
を
賜
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

現
在
の
状
況
は
、
総
務
省
か
ら
地
域
情
報

通
信
基
盤
整
備
推
進
交
付
金
の
内
示
決
定
を

い
た
だ
き
、
そ
の
申
請
と
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
の
放
送
施
設
設
置
許
可
の
申
請
を
、
現
在

進
め
て
い
る
段
階
で
す
。

今
後
、
許
可
並
び
に
交
付
決
定
を
受
け
て

工
事
の
発
注
を
行
い
、
平
成
１８
年
度
中
の
完

成
を
何
と
か
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

各
戸
へ
の
宅
内
の
引
き
込
み
工
事
も
必
要

で
す
が
、
来
年
の
７
月
に
は
町
内
全
域
で
開

局
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。次

に
、
加
入
者
説
明
会
で
す
が
、
現
在
、

行
政
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
、
共
聴
組
合
長
の

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
ま
と
め

な
が
ら
、
詳
細
の
詰
め
を
行
っ
て
い
る
段
階

で
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
に
向
け
た
説
明
会
を
現
在

準
備
し
て
お
り
ま
す
。
何
分
区
域
が
広
く
な

り
ま
し
た
の
で
、
日
程
と
か
場
所
、
そ
し
て

行
政
推
進
委
員
さ
ん
並
び
に
共
聴
組
合
長
の

皆
さ
ん
と
の
相
談
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
で
き
れ
ば
１０
月
ぐ
ら
い
か
ら
詳
細
な
説

明
会
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
負
担
金
に
つ
い
て
で
す
が
、
過
日
、

２
月
２７
日
と
記
憶
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

議
会
の
全
員
協
議
会
を
お
願
し
ま
し
て
、
加

入
金
、
利
用
料
に
つ
い
て
、
ご
協
議
を
い
た

だ
い
た
つ
も
り
で
す
。

加
入
金
に
つ
い
て
は
通
常
加
入
金
５
万
２

５
０
０
円
で
す
が
、
暫
定
期
間
を
設
け
ま
し

て
平
成
１９
年
３
月
３１
日
ま
で
に
加
入
申
し
込

み
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
２
万
１
０
０

０
円
で
加
入
を
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。そ

れ
と
あ
わ
せ
て
維
持
費
は
施
設
の
利
用

料
と
し
て
、
月
額
１
０
５
０
円
を
設
定
す
る

こ
と
で
ご
協
議
を
い
た
だ
い
た
つ
も
り
で
す
。

そ
の
他
の
費
用
と
し
ま
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ

ご
ざ
い
ま
す
が
、
宅
内
配
線
に
つ
き
ま
し
て

は
そ
の
家
、
そ
の
加
入
者
に
よ
っ
て
状
況
も

違
っ
て
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
で
き
る
だ
け

コ
ス
ト
が
安
く
な
る
よ
う
な
こ
と
で
進
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
あ
わ
せ
て
衛

星
放
送
、
Ｃ
Ｓ
そ
の
ほ
か
あ
り
ま
す
が
、
そ

う
い
っ
た
も
の
な
ど
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
視

聴
料
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
契
約
と
い
っ
た

も
の
は
当
然
別
料
金
で
お
願
い
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
共
同
ア
ン
テ
ナ
の
撤
去
に
か

か
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
組
合
の
ご
負
担
で

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
行
政
推
進
委
員
、
共
聴
組
合
長
さ

ん
へ
の
説
明
の
時
期
は
、
５
月
９
日
に
行
政

推
進
委
員
の
代
表
者
会
議
を
行
っ
て
料
金
体

系
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

以
後
は
、
必
要
に
応
じ
て
町
の
職
員
が
説

明
に
出
向
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

活
用
を
い
た
だ
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
方
が
本

当
に
地
上
波
の
デ
ジ
タ
ル
、
ま
た
情
報
の
共

有
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
こ
と
で
ご

支
援
を
賜
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

宗
宮

孝
生
町
長

議
会
活
動
報
告

４
月

１７
日

第
３
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

・
藤
橋
温
泉
の
整
備
に
つ
い
て
等

２５
日

第
６
回
議
会
全
員
協
議
会

・
藤
橋
温
泉
の
整
備
に
つ
い
て
等

５
月

１５
日

第
６
回
議
会
運
営
委
員
会

・
臨
時
会
の
開
催
に
つ
い
て

１９
日

第
４
回
揖
斐
川
町
議
会
臨
時
会

６
月

１
日

第
７
回
議
会
運
営
委
員
会

・
定
例
会
の
開
催
に
つ
い
て
等

７
日
〜
１４
日

第
５
回
揖
斐
川
町
議
会
定
例
会

２３
日

第
２
回
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

・
徳
山
ダ
ム
関
連
の
補
正
予
算

に
つ
い
て

２３
日

第
８
回
議
会
運
営
委
員
会

・
臨
時
会
の
開
催
に
つ
い
て

２８
日

第
６
回
揖
斐
川
町
議
会
臨
時
会

２８
日

第
３
回
予
算
特
別
委
員
会

・
補
正
予
算
審
議

議会だより
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７
月
図
書
館
の
催
し
か
ら

こ
ど
も
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

こ
れ
は
子
ど
も
の
読
書
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
事
業
で
す
。

期
間

７
月
２０
日
か
ら
８
月
３０
日
ま
で

（
児
童
生
徒
夏
休
み
中
）

対
象

小
学
生
以
下

方
法

図
書
館
に
来
て
１
回
本
を
借
り
る
た
び

に
用
意
し
て
あ
る
用
紙
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し

ま
す
。
ス
タ
ン
プ
が
５
つ
た
ま
っ
た
ら
ゴ
ー

ル
完
了
で
す
。
９
月
９
日
に
行
わ
れ
る
図
書

館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

ゴ
ー
ル
イ
ン
表
彰
式
へ
ご
招
待
し
ま
す
。
当

日
お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

ラ
リ
ー
は
揖
斐
川
図
書
館
、
谷
汲
図
書
館
、

坂
内
図
書
館
共
通
で
す
。

図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

期
日

９
月
９
日
（
土
）

会
場

揖
斐
川
図
書
館

内
容

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

１０
時
か
ら

子
ど
も
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
ゴ
ー
ル
イ
ン

表
彰
式

お
楽
し
み
抽
選
会

ほ
か

成
人
読
書

１０
時
３０
分
か
ら

腹
話
術
と
読
書
交
流
会

子
ど
も
読
書

１０
時
３０
分
か
ら

お
は
な
し
会

１１
時
か
ら

お
も
ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う

人
形
劇

午
後
２
時
か
ら

人
形
劇
団
「
ど
む
な
ら
ん
」
の
公
演

定
員

１
０
０
名

整
理
券
が
要
り
ま
す

８
月
２２
日
よ
り
配
布

揖
斐
川
図
書
館

図
書
館
夜
間
開
館
始
ま
る

夏
季
夜
間
開
館
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間

８
月
３１
日
（
木
）
ま
で

午
後
８
時
ま
で

た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・
図
書
館
休
館

日
・
８
月
１５
日
（
火
）
は
あ
り
ま
せ
ん
。

図
書
館
訪
問
終
わ
る

幼
児
園
児
・
保
育
園
児
・
小
学
校
３
年
生
の

生
徒
児
童
に
よ
る
図
書
館
訪
問
が
ほ
ぼ
終
了
し

ま
し
た
。
毎
年
こ
の
時
期
に
小
学
校
３
年
生
の

児
童
が
図
書
館
を
訪
問
し
、
本
の
借
り
方
や
本

の
探
し
方
を
勉
強
し
ま
す
。
一
人
ず
つ
貸
し
出

し
カ
ー
ド
を
も
ら
っ
て
自
分
で
選
ん
だ
本
を
借

り
る
体
験
を
し
ま
し
た
。
幼
児
園
児
た
ち
も
園

外
体
験
と
し
て
図
書
館
で
絵
本
を
見
た
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
お
話
や
紙
芝
居
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。

読
書
室
の
椅
子
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
椅
子
は
、
座
席
と
背
も
た
れ
が
布
製

で
ゆ
っ
た
り
と
座
れ
ま
す
。
読
書
や
学
習
に
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

い
び
が
わ
新
着
図
書
紹
介

一

般

書
（
文
学
書
）

黒
い
朝

白
い
夜

岩
井
志
麻
子

講
談
社

冬
至
草

石
黒
達
昌

早
川
書
房

拒
絶
空
港

内
田
幹
樹

原
書
房

明
日
の
記
憶

荻
原

浩

光
文
社

旅
の
い
ろ

北
方
謙
三

講
談
社

う
ら
な
り

小
林
信
彦

文
芸
春
秋

残
光

小
島
信
夫

新
潮
社

女
信
長

佐
藤
賢
一

毎
日
新
聞
社

第
九
の
日

瀬
名
秀
明

光
文
社

ケ
ッ
ヘ
ル

上
下

中
山
可
穂

文
芸
春
秋

パ
ズ
ル
・
パ
ズ
ル

上
下

ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
角
川
書
店

余
韻
を
聞
く

白
洲
正
子

世
界
文
化
社

実

用

書

中
国
が
よ
く
わ
か
る
本

阿
部
雅
志

富
の
未
来

上
下

ア
ル
ピ
ン

講
談
社

南
北
朝
と
室
町
政
権

小
和
田
哲
男

三
国
志
を
行
く

山
口
直
樹

世
界
文
化
社

ド
バ
イ

野
田

恭

日
経
Ｂ
Ｐ
企
画

愛
と
祈
り
で
子
ど
も
は
育
つ

渡
辺
和
子

臨
終
デ
ザ
イ
ン

丸
山
和
也

明
治
書
院

ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
老
後
の
備
え

北
村
庄
吾

美
し
き
日
本
の
面
影

さ
だ
ま
さ
し

新
潮
社

３０
余
年
に
わ
た
る
旅
の
な
か
か
ら
厳
選
さ
れ

た
思
い
出
１６
編
の
随
想
。

夏夏
休休
みみ
親親
子子
映映
画画
会会

映
画
「
チ
キ
ン
・
リ
ト
ル
」
を
谷
汲
サ
ン

サ
ン
ホ
ー
ル
で
上
映
し
ま
す
。

■
日

時

８
月
２０
日
（
日
）

■
場

所

谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

多
目
的
ホ
ー
ル

■
時

間

午
後
１
時
３０
分

開
場

午
後
２
時
よ
り
上
映

■
入
場
料

３
０
０
円

（
事
前
に
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
）

チ
ケ
ッ
ト
は
次
の
施
設
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

●
谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

●
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

●
揖
斐
川
図
書
館

■
主
催
・
お
問
合
わ
せ
先

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会

谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
６
―
３
７
３
３

八
月
の
お
は
な
し
の
会
は
お
休
み
で
す
。
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揖揖
斐斐
川川
歴歴
史史
民民
俗俗
資資
料料
館館

夏夏
休休
みみ
講講
座座
参参
加加
者者
募募
集集
にに
つつ
いい
てて

資
料
館
で
は
夏
休
み
に
次
の
講
座
を
開

き
ま
す
。
小
学
生
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

★
石
に
絵
を
描
こ
う

・
日

時

８
月
２２
日（
火
）午
前
９
時
３０
分
〜

・
参
加
対
象

町
内
の
小
学
３
年
生
〜
６
年
生

・
定

員

１０
人

・
持
ち
物

絵
筆
・
雑
巾
・
筆
洗
・
パ
レ
ッ
ト
・

水
筒
・（
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
）

・
場

所

健
康
広
場

第
２
会
議

★
ま
が
た
ま
を
作
ろ
う

・
日

時

８
月
２５
日（
金
）午
前
９
時
〜

・
参
加
対
象

町
内
の
小
学
４
年
生
〜
６
年
生

・
定

員

１５
人

・
持
ち
物

筆
記
用
具
・
タ
オ
ル
・
マ
ス
ク
・

水
筒
・（
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
）

・
材
料
代

１
５
０
円
（
当
日
徴
収
）

・
場

所

健
康
広
場

第
２
会
議
室

申
し
込
み
は
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

（
℡
２
２
‐
５
３
７
３
）
ま
で

揖揖
斐斐
川川
歴歴
史史
民民
俗俗
資資
料料
館館

展展
示示
案案
内内

「
ひ
と
の
暮
ら
し
と
戦
争
」
展

８
月
１５
日
は
太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
た

日
で
す
。

資
料
館
で
は
収
蔵
品
の
中
か
ら
人
の
暮
ら

し
と
戦
争
の
関
わ
り
を
主
題
に
展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間

８
月
６
日（
日
）〜
９
月
２４
日（
日
）

展
示
品

・
日
露
戦
争
に
従
軍
し
た
兵
士
よ
り
家
族

に
届
け
た
手
紙

・
祝
出
征
の
ぼ
り
・
日
の
丸
寄
せ
書
き

・
小
学
校
が
出
征
兵
士
に
送
っ
た
慰
問
袋

・
児
童
の
図
画
工
作
・
習
字
の
作
品

古古
文文
書書
読読
解解
講講
座座
のの
ごご
案案
内内

・
日
時

８
月
５
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
４
時

・
会
場

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

「
ア
ー
ト
２
０
０
６
い
び
が
わ
」

美
術
展
作
品
募
集

発
足
以
来
１８
年
目
を
迎
え
る
「
ア
ー
ト

い
び
が
わ
」
で
は
、
地
域
文
化
の
創
造
・

発
信
の
場
と
な
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
心
の

こ
も
っ
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

●
会
期

１０
月
１３
日
（
金
）
〜
１５
日
（
日
）

●
会
場

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

●
搬
入
期
日

１０
月
８
日
（
日
）

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
へ

●
部
門

日
本
画
、
洋
画
、
書
道
、
彫
塑

工
芸
、
写
真

●
作
品
規
格

・
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
日
本
画
・
洋
画
は
１０
号
以
上
１００
号
以
内

（
額
装
）

・
水
彩
画
で
マ
ッ
ト
使
用
の
と
き
は
マ
ッ

ト
を
含
め
て
５０
号
以
内
（
額
装
）

・
書
道
は
仕
上
が
り
寸
法
（
縦
２４２
㎝
×
横

９０
㎝
）
以
内
（
額
装
）
必
ず
釈
文
を
添

え
る
こ
と

・
彫
塑
工
芸
は
一
人
で
運
搬
で
き
る
も
の

（
１００
㎝
×
１００
㎝
×
１８８
㎝
以
内
）

・
写
真
は
四
つ
切
か
ら
全
紙
（
パ
ネ
ル
貼

り
ま
た
は
額
装
）

●
出
品
点
数

一
人
一
点
（
各
部
門
）

出
展
料
は
無
料
で
す

●
対

象

者

一
般
（
高
校
生
以
上
）

出
品
申
込
書
は
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
、

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
、
各
振
興
事
務

所
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
ま
た

は
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
舞
台
裏

揖
斐
川
町
鶴
見
地
区
に
あ
る
藤
橋
城
・

西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は
、
現
在
２

名
の
職
員
が
投
影
を
行
っ
て
い
ま
す
。

投
影
後
に
、
お
客
さ
ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
質
問
を
受
け
ま
す
が
、
大
抵
の
お
客
さ

ん
が
驚
か
れ
る
こ
と
の
一
つ
に
、
「
解
説

原
稿
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は
、
台
本
が

あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
最
小
限
の
メ
モ
程
度
。

そ
れ
以
外
は
解
説
者
の
感
性
と
知
識
で
３０

分
間
の
番
組
解
説
を
創
り
出
し
て
い
ま
す
。

解
説
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夕
焼
け

や
朝
焼
け
な
ど
微
妙
な
夜
空
の
明
る
さ
調

節
、
暗
く
な
る
に
つ
れ
て
星
を
映
し
出
し
、

夜
明
け
と
と
も
に
星
を
消
し
て
い
く
操
作
、

ス
ラ
イ
ド
を
つ
け
た
り
消
し
た
り
、
音
楽

の
切
り
替
え
、
音
量
調
整
な
ど
、
そ
れ
ら

す
べ
て
を
、
手
動
で
、
独
り
で
、
暗
が
り

の
中
で
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
使
用
す
る
ス
ラ
イ
ド
は
、
ほ
ぼ

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
職
員
の
手
作
り
で
す
。

イ
ラ
ス
ト
や
図
版
も
職
員
が
描
い
て
い
ま

す
。も

う
す
ぐ
夏
休
み
。
涼
を
求
め
に
、
学

習
意
欲
を
満
た
す
た
め
に
、
ま
た
、
舞
台

裏
を
想
像
し
な
が
ら
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を

楽
し
む
た
め
に
、
ぜ
ひ
藤
橋
城
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
入
館
料

大

人

５
０
０
円

小
中
学
生

２
５
０
円

幼

児

１
０
０
円

（
藤
橋
歴
史
民
俗
資
料
館
と
共
通
券
）
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★ケーブルテレビはこんなところが便利です
�アンテナがいりません
引き込むケーブルテレビ線でテレビ電波を受信しますので、通常のアンテナはもちろん、パラボラアンテナも

必要ないので屋根の上がスッキリします。

�障害のない安定した映像
従来の放送（地上アナログ放送）も、電波障害（二重映り・チラツキなど）が少ない安定した映像となります。

もちろん、高画質・高品質で話題の地上デジタル放送も見ることができます。

�地域情報チャンネルで皆さんが主役に！
揖斐川町の自主放送チャンネルにより、皆さん自身はもちろん、家族や知り合いの方々がどんどんテレビに登

場します。

�専用チューナーで多彩なチャンネルが楽しめます
一般テレビ放送のほか、専用チューナーを取り付けることにより、多チャンネル放送（映画・音楽・スポーツ・

アニメ・ＢＳ・ＣＳ放送など）を見ることができます。

�高速で使い放題のインターネット
ケーブルインターネットは電話代が一切かからないため使い放題です。また、ご利用速度のコース選択ができ

ます（ご利用速度により利用料金は変わります。）。

ケーブルテレビは放送センターと加入者宅を光ケーブルと同軸ケーブルで結ぶことで放送と通信ができるように

なります。

最近、地上波テレビ放送のデジタル化が話題となっていますが、このケーブルテレビは、従来のアナログ放送と

同時にデジタル放送も受信できるので安心です。またインターネットでも、高速なサービスが実用化されます。

ケーブルテレビに関するお問い合わせは情報政策課まで。
TEL 0585－21－3171 FAX 0585－21－3172

音声告知放送の料金に関するご案内（平成１８年７月現在）

加入金： １加入（端末１台）につき２０，０００円

利用料： 無料
※加入時、既に防災行政無線またはオフトークの個別受信機が設置されている場合には、加入金は必要ありま

せん。

※個別受信機設置にかかる引き込み工事費、宅内工事費、受信端末代については、町で負担します。

※音声告知放送のみの加入もできます。
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これまで準備を進めてきました「放送通信ネットワーク整備事業」ですが、いよいよケーブルテレビ施設の整備

工事に本格的に着手することとなりました。

平成１８年度は、旧揖斐郡教育研修センターを放送通信センターとする建物改修工事、役場や振興事務所、地域の

中心部までを光ケーブルで結ぶ幹線工事、町内各所に向けて同軸ケーブルで伝送路を整備する工事を行います。引

き続き、各加入者宅へ引き込み工事を行う予定です。

放送開始は平成１９年の夏頃を予定しております。町では今年の秋から地区説明会を行い、その中でサービス内容

や利用料金、必要な工事など詳しい説明をさせていただく予定ですが、ここで音声告知放送とケーブルテレビの概

要を紹介させていただきます。

★音声告知放送とは？
音声告知放送は、ケーブルテレビの伝送路を利用して、有線で各加入者宅に設置された個別受信機で音声放送を

聞くことができるシステムです。

音声告知放送は、防災行政無線なども利用できますが、有線で接続することにより雑音のない放送が可能となり

ます。

★ケーブルテレビとは？
ケーブルテレビとは、正式には「有線テレビジョン」といい、光ケーブルや同軸ケーブルといった有線ケーブル

を使ってテレビ番組などを家庭に配信する仕組みのことです。

現在、建物や山の陰でテレビの映りが悪い地域では、電波が良好に受信できる場所に共同アンテナを建て、そこ

から各家庭まで有線ケーブルを引いてテレビの視聴を可能にしていますが、こうした方法を町全体で行い、地上波

や衛星からのテレビ放送など今まで見ることができなかった番組も含めて数多くのチャンネルを視聴できるのがケ

ーブルテレビです。

ケーブルテレビの料金に関するご案内（平成１８年７月現在）

加入金： １加入（保安器１台）につき ５２，５００円
※加入者宅の軒先の保安器までは町で引き込み工事を行います。

※宅内工事に関しては、加入者負担でお願いします。

※平成１９年３月３１日までの加入申し込みについては２１，０００円とさせていただきます。

※坂内地域における加入金は現行のとおりとします。

利用料《基本放送：地上波（アナログ・デジタル）、町のチャンネル》：月額 １，０５０円
※ＮＨＫに関する受信料は別途必要です。

※ＢＳ・ＣＳ・インターネットの利用料は別料金が必要です。
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８８時時４４５５分分頃頃 消消火火訓訓練練

９９時時００００分分頃頃 応応急急救救護護所所設設置置訓訓練練

応応急急手手当当訓訓練練

担担架架搬搬送送訓訓練練

災災害害パパトトロローールル訓訓練練

集集団団救救急急救救護護訓訓練練

炊炊きき出出しし訓訓練練

ＬＬＰＰガガスス応応急急供供給給訓訓練練

緊緊急急郵郵便便業業務務訓訓練練

応応急急給給水水確確保保訓訓練練

９９時時１１００分分頃頃 通通信信設設備備応応急急復復旧旧訓訓練練

電電力力設設備備応応急急復復旧旧訓訓練練

園園児児避避難難訓訓練練

高高所所人人命命救救助助訓訓練練

９９時時２２００分分頃頃 負負傷傷者者救救急急搬搬送送訓訓練練

道道路路確確保保訓訓練練

災災害害救救助助犬犬にによよるる人人命命救救助助訓訓練練

倒倒壊壊家家屋屋救救出出訓訓練練

救救援援物物資資搬搬送送訓訓練練

９９時時３３００分分頃頃 初初期期消消火火訓訓練練

１１００時時１１００分分頃頃 防防災災ヘヘリリココププタターーにによよるる緊緊急急偵偵察察訓訓練練

１１００時時２２００分分頃頃 防防災災ヘヘリリココププタターーにによよるる人人命命救救助助訓訓練練

延延焼焼火火災災防防ぎぎょょ訓訓練練

１１００時時３３００分分頃頃 一一斉斉放放水水

１１００時時５５００分分頃頃 終終了了式式

１１１１時時００００分分頃頃 解解散散

※※時時間間おおよよびび訓訓練練内内容容ににつついいててはは変変更更すするる可可能能性性ががあありりまますす。。

《《揖揖斐斐川川、、谷谷汲汲、、春春日日（（中中央央地地区区以以外外））、、久久瀬瀬、、藤藤橋橋、、坂坂内内地地区区》》
７７時時００００分分頃頃 消消防防団団警警戒戒訓訓練練

７７時時３３００分分頃頃 地地震震発発生生（（ササイイレレンンでで合合図図））

◎◎広広報報無無線線でで住住民民へへ一一次次避避難難所所へへのの避避難難伝伝達達

【【避避難難誘誘導導訓訓練練】】

◎◎各各地地区区ごごととにに所所定定のの一一次次避避難難所所へへ避避難難ししててくくだだささいい。。

【【情情報報収収集集伝伝達達訓訓練練】】

《《揖揖斐斐川川地地区区》》

◎◎避避難難完完了了後後、、各各行行政政推推進進員員（（区区長長））ささんんはは避避難難さされれたた住住民民のの方方々々のの人人員員をを確確認認ししてて、、災災害害

対対策策本本部部（（役役場場））ままでで状状況況報報告告（（地地区区名名、、避避難難場場所所名名、、人人数数））ををししててくくだだささいい。。

《《谷谷汲汲、、春春日日（（中中央央地地区区以以外外））、、久久瀬瀬、、藤藤橋橋、、坂坂内内地地区区》》

◎◎避避難難完完了了後後、、各各行行政政推推進進員員（（区区長長））ささんんはは避避難難さされれたた住住民民のの方方々々のの人人員員をを確確認認ししてて、、災災害害

対対策策支支部部（（各各振振興興事事務務所所））ままでで状状況況報報告告（（地地区区名名、、避避難難場場所所名名、、人人数数））ををししててくくだだささいい。。

８８時時００００分分頃頃 各各地地区区毎毎訓訓練練

８８時時３３００分分 解解散散
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９月３日（日）に揖斐川町の各地域において、町、関係機関および地域住民と
ともに次のとおり揖斐川町・揖斐郡消防協会合同総合防災訓練を実施します。
皆さんのご理解とご協力をお願いします。

１１．．日日時時 平平成成１１８８年年９９月月３３日日（（日日））
◎◎春春日日中中央央地地区区…………午午前前７７時時３３００分分～～午午前前１１１１時時００００分分（（予予定定））

◎◎揖揖斐斐川川、、谷谷汲汲、、春春日日（（中中央央地地区区以以外外））、、久久瀬瀬、、藤藤橋橋、、坂坂内内地地区区

…………午午前前７７時時３３００分分～～午午前前８８時時３３００分分（（予予定定））

２２．．場場所所 揖揖斐斐川川町町全全域域（（各各地地区区自自主主防防災災組組織織ごごととにに実実施施））
①①春春日日中中央央地地区区【【各各区区一一次次避避難難所所かからら春春日日小小学学校校ググララウウンンドド】】（（主主会会場場））

②②・・揖揖斐斐川川地地区区【【各各区区一一次次避避難難所所】】

・・谷谷汲汲地地区区【【各各区区一一次次避避難難所所】】

・・春春日日地地区区（（春春日日中中央央以以外外））【【各各区区一一次次避避難難所所】】

・・久久瀬瀬地地区区【【各各区区一一次次避避難難所所】】

・・藤藤橋橋地地区区【【各各区区一一次次避避難難所所】】

・・坂坂内内地地区区【【各各区区一一次次避避難難所所】】

３３．．訓訓練練内内容容
《《春春日日中中央央地地区区》》
７７時時００００分分頃頃 消消防防団団警警戒戒訓訓練練

７７時時３３００分分 地地震震発発生生（（ササイイレレンンでで合合図図））

◎◎広広報報無無線線にによよりり住住民民へへ一一次次避避難難所所へへのの避避難難伝伝達達

【【避避難難誘誘導導訓訓練練】】

◎◎各各地地区区ごごととにに所所定定のの一一次次避避難難所所へへ避避難難ししててくくだだささいい。。

【【情情報報収収集集伝伝達達訓訓練練】】

◎◎避避難難完完了了後後、、各各行行政政推推進進員員（（区区長長））ささんんはは避避難難さされれたた住住民民のの方方々々のの人人員員をを確確認認ししててくくだだささいい。。

７７時時５５００分分頃頃 避避難難指指示示・・勧勧告告訓訓練練、、避避難難誘誘導導訓訓練練

◎◎広広報報無無線線でで住住民民へへ春春日日中中央央地地区区指指定定避避難難所所（（春春日日中中央央地地区区のの訓訓練練会会場場））のの避避難難伝伝達達

◎◎各各地地区区ごごととにに指指定定のの避避難難場場所所（（春春日日小小学学校校））へへ避避難難ししててくくだだささいい。。

◎◎指指定定のの避避難難場場所所へへ避避難難完完了了後後、、各各行行政政推推進進員員（（区区長長））ささんんはは避避難難さされれたた住住民民のの方方々々のの人人員員をを確確

認認ししてて、、行行政政推推進進員員連連絡絡協協議議会会委委員員（（区区長長会会長長））ささんんにに報報告告ししててくくだだささいい。。

そそのの後後、、行行政政推推進進員員連連絡絡協協議議会会委委員員（（区区長長会会長長））ささんんよよりり全全区区のの人人員員ををととりりままととめめ、、訓訓練練会会場場

ででのの本本部部長長（（町町長長））にに報報告告ししててくくだだささいい。。
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平成18年6月届出分

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて

「広報掲載申込書」をお出しください。

〈平成１８年７月１日現在〉
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婚姻 ～幾久しくお幸せに～
妻

安田 幸世 （大垣市）

丸山 愛 （池田町）

夫

細野 文章 （北方７区）

梅村 潔 （市場）

出生 ～お誕生おめでとう～
赤ちゃん

はる な

遥菜

さくら
さ つき

彩月
たか や

貴也
みづ は

�心
れい

莉
まさ き

雅貴
ともひと

智仁
れい な

怜奈
あか り

朱莉
ゆ な

由凪
ゆう な

優奈
と あ

永愛

お母さん

みどり

美鈴

真美

暁美

亜澄香

真紀

有香

和枝

香織

裕美

奈央

幸恵

ゆか

お父さん

成瀬 悟史

�瀬 賢一

門輪 照明

小寺 政次

須原 渉

窪田 元彦

竹中 康典

河合 賢作

福田 陽一

山本 好裕

坂口 貴則

松井 卓哉

小寺 浩一

地 区

桂

表 山

表 山

大 光 寺

出 屋 敷

和 田

谷 汲 大 洞

谷 汲 名 礼

谷 汲 岐 礼

谷 汲 岐 礼

谷 汲 長 瀬

谷 汲 長 瀬

東 津 汲

死亡 ～おくやみ申し上げます～
年 齢

９２

５６

７８

９２

８４

６２

８８

９１

８５

８４

９１

８１

７０

５５

４９

８９

６５

８３

氏 名

小椋 とみへ

宗宮 次郎

小森 範文

増田 武

若 はつゑ

一瀬 一光

島岡 はすゑ

井深 �ずゑ
安藤 とよの

土田 春男

野田 義一

坪井 貢

�田 千惠子

加納 克己

國枝 光一

長尾 をかね

近岡 幸信

中村 みゑ

地 区

伊 尾 野

房 島 ５ 区

昭 和 町

小 谷

清 水

清 水

野 田

特 養

中 村

野 中

上 野

市 場

黒 田

谷 汲 名 礼

谷 汲 岐 礼

春 日 美 束

坂 内 広 瀬

坂 内 広 瀬

世帯数（対前月比）
８，１０５（－２５）
５，５１８（－１８）
１，０９１（－１）
５８２（－３）
４６８（－１）
１８８（±０）
２５８（－２）

女
１３，５８２
９，６３１
１，９１９
８１６
７３４
１７７
３０５

男
１２，４９５
８，９７０
１，７４８
７１２
６３９
１７９
２４７

人口（対前月比）
２６，０７７（－１）
１８，６０１（＋１）
３，６６７（＋７）
１，５２８（－２）
１，３７３（－３）
３５６（±０）
５５２（－４）

合計
揖斐川地区
谷汲地区
春日地区
久瀬地区
藤橋地区
坂内地区
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揖斐川町地域包括支援センターからのお知らせです

『成年後見制度』に関する
相談支援を行っています

近年、高齢化が進み、高齢者世帯が増加する中で、高齢者の方の判断能力が低下していることを狙った振り込め

詐欺や訪問販売が大きな問題となっています。このような消費者被害やトラブルを未然に防ぐために、成年後見制

度を利用することも有効な手段の一つです。

☆成年後見制度とは？

成年後見制度とは、認知症・知的障害・精神障害などによって判断能力が十分ではない方を保護するための制度

です。

成年後見制度は、次のように分けられます。

☆どのように利用すればいいの？

成年後見制度を利用するためには、家庭裁判所に後見・保佐・補助の申立てを行うことが必要です。申立ては、

原則として、本人が住んでいるところの家庭裁判所に行います。申立てができるのは、本人、本人の家族の方など

です。申立書の用紙は家庭裁判所に備えられています。また、申立書以外にも、住民票や申立て手数料などが必要

となります。

揖斐川町地域包括支援センターにおいても、成年後見制度に関する相談支援を行っています。お困りのことがあ

りましたら、お気軽に相談してください。

※福祉総合支援センターは、

・地域包括支援センター

・子育て支援センター

・揖斐川町社会福祉協議会

・シルバー人材センター

が入っている複合施設です。

～お問合せ先～

揖斐川町地域包括支援センター

電話：２３‐１３４１

場所：揖斐川町上南方１９３番地

（福祉総合支援センター内）

※旧揖斐川幼稚園の建物を活用しています。

援助者

監督人を選任することがありま

す。

本人の判断能力が不十分になったときに、本人があらかじめ結んでおいた任意後見契約にしたが

って、任意後見人が本人を援助する制度です。家庭裁判所が任意後見監督人を選任したときから、

その契約の効力が生じます。

※援助者は、必要に応じて、複数の人や法人を選任することもあります。

成年後見人

保佐人

補助人

本人の判断能力

全くない

特に不十分

不十分

区分

後見

保佐

補助

任意

後見
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子
育育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
お
知知
ら
せ

真
夏
の
太
陽
が
ギ
ラ
ギ
ラ
照
り
続
け
て
い

ま
す
。
お
と
な
は
少
々
バ
テ
気
味
な
の
に
子

ど
も
た
ち
は
ま
す
ま
す
元
気
い
っ
ぱ
い
！

夏
な
ら
で
は
の
あ
そ
び
に
親
子
で
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

【
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

揖
斐
川
町
上
南
方
１
９
３

℡
２
３
‐
１
１
３
６

■
利
用
対
象

揖
斐
川
町
在
住
の
未
就
園
児

（
祖
父
母
可
）

■
休

館

日

祝
祭
日
、
土
・
日
曜
日

■
開
所
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
か
す
が
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

揖
斐
川
町
春
日
小
宮
神
１
０
７
１

℡
５
７
‐
２
３
１
９

全全
国国
一一
斉斉
「
子
ど
も
の
人人
権権
１
１１
０
番
」

強
化
週
間間
に
お
け
る
電電
話
相相
談談
所
の
開開
設設

い
じ
め
・
体
罰
・
虐
待
な
ど
誰
に
も
打
ち

明
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
悩
み
を
抱
え
て
お

ら
れ
る
方
は
、
ど
な
た
で
も
電
話
相
談
に
応

じ
ま
す
。

■
日
時

８
月
２８
日（
月
）〜
９
月
３
日（
日
）

平
日：

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
６
時
３０
分

土
・
日
曜
日：

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

■
電
話
番
号

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
１
１
０

■
相
談
担
当
者

子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員

特特
別別
児
童童
扶扶
養養
手
当当
所所
得得
状
況
届届

提提
出
のの
お
知知
ら
せ

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
知
的
・
精
神
ま

た
は
身
体
に
一
定
以
上
の
障
害
が
あ
る
２０
歳

未
満
の
児
童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
父
も
し
く

は
母
、
ま
た
は
そ
の
他
の
養
育
者
に
対
し
て

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

現
在
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
所
得
状

況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
８

月
中
旬
に
所
得
状
況
届
提
出
の
案
内
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支

援
課
ま
た
は
各
振
興
事
務
所
住
民
福
祉
課
へ

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
届
け
出
が

な
い
と
、
８
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援

課
（
℡
２
２
‐
２
１
１
１

内
線
１
７
３
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

児
童童
扶扶
養養
手
当当
現現
況況
届届
提提
出出
の
お
知知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚
な
ど
に

よ
り
父
親
と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
な
い
児

童
の
母
や
、
父
が
重
度
の
障
害
が
あ
る
児
童

の
母
、
あ
る
い
は
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

現
在
手
当
を
受
け
て
い
る
方
、
却
下
の
方

は
毎
年
８
月
に
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
８
月
初
旬
、
現
況
届
提
出
の

案
内
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
揖
斐
川
町
役

場
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
振
興
事
務
所
住

民
福
祉
課
へ
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ

の
届
け
出
が
な
い
と
、
８
月
分
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援

課
（
℡
２
２
‐
２
１
１
１

内
線
１
７
３
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
ご
と
の
悩
み
相相
談談

厚
生
労
働
省
の
委
託
事
業
と
し
て
全
基
連

岐
阜
県
支
部
で
は
、
労
働
条
件
な
ど
の
し
ご

と
の
悩
み
に
専
門
家
が
無
料
で
相
談
に
対
応

す
る
「
岐
阜
労
働
条
件
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

夜
間
や
土
曜
日
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�

０
１
２
０
‐
０
０
１
‐
１
１
９

℡

０
５
８
‐
２
１
２
‐
０
１
７
２

平
日：

午
後
２
時
〜
午
後
８
時

土
曜：

午
後
１
時
〜
午
後
６
時

※
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
ご
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

食食
品品
表表
示
に
関関
す
る
相相
談談
に
つ
い
て

東
海
農
政
局
岐
阜
農
政
事
務
所
で
は
、
食

品
表
示
に
関
す
る
相
談
窓
口
と
し
て
「
食
品

表
示
１
１
０
番
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
基
づ
く
表
示
（
生
鮮
食
品
、

加
工
食
品
、
有
機
農
産
物
、
精
米
表
示
）
に

関
す
る
疑
問
、
質
問
に
答
え
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
岐
阜
市
中
鶉
２
‐
２６

東
海
農
政
局

岐
阜
農
政
事
務
所

消
費
・
安
全
部

表
示
規
格
課

℡
０
５
８
‐
２
７
１
‐
４
０
４
４

FAX
０
５
８
‐
２
７
７
‐
３
９
４
９

センタールーム活動（１０：００～１１：３０）

金 お教室
４
プール

１１
プール

１８
プール

２５
プール

・相談日の☆印は、担当者がすぐに対応させていただきます。
・♪印のある活動は要予約（８月の行事予約は７月下旬開始）
予約される方は、直接支援センターへ申し込みにきてください。

・センタールーム活動に参加されない場合でも自由に遊ぶことができます。

木 お教室
３
プール

１０
プール

１７
プール

２４
プール

３１
プール終了

水 交流日
２
さくらんぼ
（０歳児）
９
いちご
（１歳児）
１６
支援センター
休み
２３
りんご
（２・３歳児）
３０
プール

火 行事
１ ♪
体操
河村先生
８ ♪
スライム作り

１５
支援センター
休み
２２
プール

２９ ♪
誕生会・食会
お話ルーム

月 相談日

７ ☆
MILKの日
プール
１４
支援センター
休み
２１ ☆
MILKの日
プール
２８ ☆
MILKの日
♪発育測定

毎週月曜日（園庭開放日） ９：３０～１２：００

毎週木曜日（コアラちゃんの日）９：３０～１１：３０

水あそび

園庭開放日

人形劇鑑賞

園庭開放日

休み

園庭開放日

シャボン玉あそび

園庭開放日

料理教室（春日保健センター）

３日（木）

７日（月）

９日（水）

１４日（月）

１７日（木）

２１日（月）

２４日（木）

２８日（月）

３１日（木）
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国国
民民
年
金
保保
険険
料料
免免
除
制制
度度
の
お
知知
ら
せ

国
民
年
金
は
２０
歳
か
ら
加
入
し
、
６０
歳
ま

で
の
４０
年
間
、
保
険
料
の
納
付
が
必
要
で
す

が
、
所
得
の
減
少
や
失
業
な
ど
で
経
済
的
に

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
本
人

の
申
請
に
よ
っ
て
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

従
来
ま
で
の
免
除
制
度
は
、
全
額
免
除
と

半
額
免
除
の
２
種
類
で
し
た
が
、
平
成
１８
年

７
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
料
の
制
度
が
次
の

よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

全
額
免
除
制
度
↓
保
険
料
の
全
額
が
免
除

半
額
免
除
制
度
↓

保
険
料
の
２
分
の
１
を
納
付

（
残
り
２
分
の
１
が
免
除
）

一
部
納
付
額

６，

９
３
０
円

４
分
の
１
納
付
制
度
↓

保
険
料
の
４
分
の
１
を
納
付

（
残
り
４
分
の
３
が
免
除
）

一
部
納
付
額

３，

４
７
０
円

４
分
の
３
納
付
制
度
↓

保
険
料
の
４
分
の
３
を
納
付

（
残
り
４
分
の
１
が
免
除
）

一
部
納
付
額
１
０，

４
０
０
円

※
平
成
１８
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

１
３，

８
６
０
円
で
す
。

★
こ
れ
ら
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合

は
、
ご
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年

所
得
が
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
以
下
で
あ
る
こ

と
が
条
件
で
す
。

★
た
だ
し
、
一
部
納
付
制
度
は
、
納
付
す
べ

き
一
部
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
た
場
合
は
、

一
部
免
除
が
無
効
と
な
り
、老
齢
・
障
害
・

遺
族
の
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
一
部
保
険
料

を
納
付
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
請
の
手
続
き
は

役
場
住
民
課
ま
た
は
各
振
興
事
務
所
住
民

福
祉
課
へ
「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の

①
年
金
手
帳

②
印
鑑（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
で
す
）

③
失
業
な
ど
の
場
合
は
、
雇
用
保
険
の
「
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
ま
た
は
「
離
職

票
」
の
写
し
な
ど

老
齢齢
福福
祉
年年
金金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
皆皆
さ
ん
へ

８
月月
は
「
国国
民民
年年
金
証
書
」
の
提提
出
月月
で
す

８
月
期
の
老
齢
福
祉
年
金
（
８
月
１１
日
か

ら
受
給
で
き
ま
す
。）を
指
定
郵
便
局
で
受
け

取
ら
れ
ま
し
た
ら
、
す
み
や
か
に
岐
阜
社
会

保
険
事
務
所
年
金
課
へ
国
民
年
金
証
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
送
付
済
の
返
信
用
封

筒
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

こ
れ
は
平
成
１８
年
１２
月
期
お
よ
び
平
成
１９

年
４
月
期
の
支
払
金
額
を
記
入
す
る
た
め
で

す
。な

お
、
提
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
次
回
の
年

金
の
支
払
い
に
間
に
合
わ
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

『
介
護護
保保
険険
に
つ
い
て
の
勉勉
強
会
』
へ
の
お
誘誘
い

介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
こ
と
が

ま
ず
大
切
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
か
ら
介
護
保
険
制
度
や
福
祉
行
政

に
つ
い
て
し
っ
か
り
勉
強
し
て
、
も
し
も
の

と
き
は
上
手
に
利
用
し
た
い
も
の
で
す
。
そ

の
た
め
の
勉
強
会
を
計
画
し
ま
し
た
。
話
を

聞
き
た
い
人
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

介
護
を
受
け
て
い
る
方
を
家
に
置
い
て
出

に
く
い
と
い
う
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
な
ど
と
も
相
談
さ

れ
、
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
の
手
配
を
工

夫
し
、
お
誘
い
合
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と

き

８
月
１９
日
（
土
）

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

■
と
こ
ろ

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

第
２

会
議
室

■
内

容

介
護
保
険
に
つ
い
て
の
講
話
お
よ
び
質
疑

■
講

師

揖
斐
広
域
連
合
、
揖
斐
川
町
社

会
福
祉
協
議
会
、
揖
斐
川
町
地
域
総
括
支

援
セ
ン
タ
ー

■
参
加
者

揖
斐
川
町
在
住
で
介
護
問
題
に

関
心
が
あ
る
方
（
特
に
介
護
保
険
を
利
用

中
ま
た
は
利
用
を
考
え
て
い
る
人
）

申
し
込
み
・
相
談
先

次
の
い
ず
れ
か
の

方
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
宮
川
正
俊（

永

℡
２
２
‐
０
６
４
３
）

・
平
井
富
士
子（
七
間
町
℡
２
２
‐
１
１
７
４
）

・
富
田

豊（
房
島

℡
２
２
‐
２
９
０
１
）

・
安
田
千
尋（
北
方

℡
２
２
‐
５
９
７
５
）

・
内
田
敏
子（
上
野

℡
２
２
‐
４
７
８
７
）

・
高
橋
卓
子（
清
水

℡
２
２
‐
３
６
６
８
）

参
加
申
し
込
み
は
な
る
べ
く
８
月
１５
日

（
火
）
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

水水
道道
料料
金
の
期期
間間
内内
納
付付
に
ご
協
力力
を

水
道
事
業
は
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く

水
道
料
金
で
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
料
金
を

未
納
さ
れ
る
と
水
道
事
業
の
運
営
に
支
障
を

き
た
す
と
と
も
に
、
公
平
な
負
担
か
ら
も
問

題
と
な
り
ま
す
。

健
全
な
水
道
事
業
を
運
営
す
る
た
め
に
も
、

長
期
の
水
道
料
金
未
納
者
に
対
し
て
は
、
や

む
な
く
給
水
停
止
の
措
置
（
揖
斐
川
町
給
水

条
例
第
３４
条
第
２
項
）
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〔
お
問
い
合
せ
先
〕
揖
斐
川
町
役
場

水
道
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

お
詫
び
と
訂
正

揖
斐
川
地
区
で
実
施
の
個
別
排
水
処
理

施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
概
要
を

広
報
い
び
が
わ
２
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た

が
、
使
用
料
に
つ
い
て
表
現
が
不
適
切
と

な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

（
誤
）

●
使
用
料

１
ヶ
月
あ
た
り
の
算

定
方
法
お
よ
び
金
額
は
他
の
下
水

道
事
業
と
同
額
と
し
ま
す
。

（
正
）

●
使
用
料

揖
斐
川
町
個
別
排
水

処
理
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
使

用
料
金
の
額
を
徴
収
し
ま
す
。
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臨臨
時
職職
員員
の
募募
集

次
の
と
お
り
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

◎
保
健
師

■
勤

務

先

揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー

■
募
集
人
員

１
名

■
応
募
資
格

５０
歳
未
満
の
保
健
師
免
許
取

得
者

■
選

考

面
接
試
験
を
実
施

■
採

用

平
成
１８
年
９
月
１
日
か
ら

■
雇
用
期
間

平
成
１９
年
３
月
３１
日
ま
で

■
給

与

日
々
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件

に
よ
る

■
勤
務
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
土
曜

日
・
日
曜
日
、
国
民
の
休
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）
８
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

■
応
募
方
法

履
歴
書
（
市
販
の
用
紙
）
に

記
入
し
、
保
健
師
免
許
証
の
写
し
を
添
え

て
８
月
１０
日
（
木
）
ま
で
に
役
場
政
策
広

報
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
運
転
手

■
勤

務

先

揖
斐
川
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

■
募
集
人
員

１
名

■
応
募
資
格

５０
歳
未
満
の
普
通
運
転
免
許

の
あ
る
方

■
選

考

面
接
試
験
を
実
施

■
採

用

平
成
１８
年
９
月
４
日
か
ら

■
雇
用
期
間

平
成
１９
年
３
月
３１
日
ま
で

■
給

与

日
々
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件

に
よ
る

■
勤
務
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
・
土
曜

日
・
日
曜
日
（
国
民
の
休
日
、
年
末
年
始
、

小
中
学
校
の
冬
休
み
・
春
休
み
を
除
く
）

８
時
〜
１６
時

■
応
募
方
法

履
歴
書
（
市
販
の
用
紙
）
に

記
入
し
、
８
月
１０
日
（
木
）
ま
で
に
役
場

政
策
広
報
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

複複
式
簿簿
記
講講
習
会
（
初
級
・
中中
級級
）
のの
ご
案案
内内

揖揖
斐
川川
町町
商
工工
会会
・
揖揖
斐斐
川川
町町
青青
色色
申申
告告
会会

企
業
の
経
営
成
績
・
財
政
状
況
を
把
握
す

る
た
め
の
帳
簿
記
録
の
技
法
は
複
式
簿
記
を

理
解
し
て
い
な
い
と
実
行
で
き
ま
せ
ん
。
青

色
申
告
の
方
に
は
複
式
簿
記
に
よ
る
経
理
で

控
除
額
が
大
幅
に
増
額
さ
れ
る
と
い
う
特
典

が
得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
農
業
所
得
の
計
算
に

つ
い
て
は
今
年
か
ら
は
収
支
計
算
（
簿
記
の

技
法
）
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と

い
う
負
担
が
生
じ
ま
す
。

事
業
者
の
方
も
こ
れ
か
ら
社
会
へ
飛
び
立

つ
学
生
さ
ん
も
知
っ
て
得
す
る
簿
記
の
知
識

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
�

内
容
は
日
本
商

工
会
議
所
簿
記
検
定
の
レ
ベ
ル
で
す
。

■
日

程

①
９
月
１
日（
金
）

②
９
月
５
日（
火
）

③
９
月
８
日（
金
）

④
９
月
１２
日（
火
）

⑤
９
月
１５
日（
金
）

⑥
９
月
１９
日（
火
）

⑦
９
月
２２
日（
金
）

⑧
９
月
２６
日（
火
）

⑨
９
月
２９
日（
金
）

⑩
１０
月
３
日（
火
）

⑪
１０
月
６
日（
金
）

⑫
１０
月
１０
日（
火
）

⑬
１０
月
１３
日（
金
）

⑭
１０
月
１７
日（
火
）

⑮
１０
月
２０
日（
金
）

⑯
１０
月
２４
日（
火
）

⑰
１０
月
２７
日（
金
）

⑱
１０
月
３１
日（
火
）

⑲
１１
月
７
日（
火
）

⑳
１１
月
１０
日（
金
）

�
１１
月
１４
日（
火
）

�
１１
月
１７
日（
金
）

・
２
級
（
中
級
）
講
座

１８
時
００
分
〜
１９
時
２０
分

・
３
級
（
初
級
）
講
座

１９
時
４０
分
〜
２１
時
００
分

■
会

場

揖
斐
川
町
商
工
会
館

研
修
室

■
持
ち
物

筆
記
用
具
、電
卓（
そ
ろ
ば
ん
）な
ど

■
受
講
料

３
級
講
座

４，

０
０
０
円

２
級
講
座

６，

０
０
０
円

■
申
し
込
み
期
限

８
月
２５
日
（
金
）
ま
で

■
申
し
込
み
方
法

直
接
揖
斐
川
町
商
工
会

事
務
局
ま
で
受
講
料
を
添
え
て
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
揖
斐
川
町
商

工
会
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

※
受
講
者
数
が
２
級
５
人
、
３
級
１０
人
に
達

し
な
い
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
座
を
中

止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
〒
５
０
１
‐
０
６
０
３

揖
斐
川
町
上
南
方
１
６
５
‐
１

揖
斐
川

町
商
工
会
内

「
複
式
簿
記
講
習
会
」
係

℡
２
２
‐
６
１
８
５

FAX
２
２
‐
２
５
６
１

Ｏ
Ｂ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
受
入入
企企
業
を
募募
集

大
垣
商
工
会
議
所
は
、
企
業
な
ど
の
Ｏ
Ｂ

を
対
象
に
中
小
企
業
の
支
援
を
行
っ
て
い
た

だ
く
Ｏ
Ｂ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
、
そ
の
受
入
企

業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
Ｏ
Ｂ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
こ
れ
ま

で
培
っ
た
経
営
・
技
術
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
、
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
っ
て
企
業

の
発
展
や
成
長
を
目
指
す
も
の
で
す
。

〈
Ｏ
Ｂ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
〉

■
対

象

西
濃
地
域
に
在
住
ま
た
は
勤

務
経
験
が
あ
り
、
す
で
に
退
職
し
て
い
る

か
、
近
く
退
職
予
定
で
次
の
職
場
が
決
ま

っ
て
い
な
い
人

■
勤
務
経
験

経
営
全
般
、
ま
た
は
技
術
な

ど
特
定
の
分
野
の
専
門
家
で
、
通
算
１０
年

以
上
の
実
務
経
験

〈
受
入
企
業
〉

■
対

象

西
濃
地
域
の
事
業
所

■
活
用
分
野

経
営
企
画
・
製
造
技
術
・
労

務
管
理
な
ど
（
１２
分
野
）

詳
し
く
は
、
大
垣
商
工
会
議
所
大
垣
地
域

Ｏ
Ｂ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
動
委
員
会
ま
で

℡
０
５
８
４
‐
７
８
‐
９
１
１
１

「
地地
域域
づ
く
り
団団
体体
交交
流流
広広
場

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
参
加
者
募募
集

■
と

き

８
月
３０
日
（
水
）

１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

■
と

こ

ろ

県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
（
岐
阜

市
）

■
テ

ー

マ

地
域
社
会
の
自
立
と
、
地
域

づ
く
り
団
体
の
役
割

■
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

鈴
木

誠
氏
（
岐
阜
経
済
大

学
経
済
学
部
教
授
）

■
定

員

１
５
０
名
（
先
着
）

■
参

加

費

無
料

■
申
込
方
法

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル

■
記
載
事
項

住
所
、
氏
名
、
団
体
名
（
個

人
参
加
も
可
）

■
申
込
期
限

８
月
２１
日
（
月
）

【
申
込
先
・
お
問
い
合
せ
先
】

岐
阜
共
通
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
午
前
８
時
〜
午
後
９
時
）

℡
０
５
７
０
‐
０
‐
５
６
８
５
５

FAX
０
５
８
‐
２
１
２
‐
０
５
６
７

Ｅ
メ
ー
ル

gifu-kyodo-call@
rhythm

.ocn.ne.jp
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自衛官官募募集案案内内

国国
際際
交交
流流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募募
集集

揖
斐
川
町
で
は
、
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。
異
な
る
文
化
・
習
慣
を

体
験
し
、
海
外
の
人
た
ち
と
友
達
に
な
れ
る

よ
う
な
国
際
交
流
を
し
ま
せ
ん
か
。
毎
年
１１

月
に
実
施
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ユ
タ

州
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
と
の
マ
ラ
ソ
ン
交
流

に
お
い
て
、
招
待
選
手
や
関
係
者
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
国
際
交
流
活
動

を
推
進
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
内
容
》

・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
期
日

「
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
」
１１
月
１２

日
（
日
）
を
含
む
前
後
６
日
間
（
予
定
）

■
募
集
締
め
切
り

９
月
２９
日
（
金
）

（
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
は
都
合
の
良

い
日
時
の
み
で
も
結
構
で
す
。）

※
募
集
は
揖
斐
川
町
内
の
方
に
限
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
企
画
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
４
１
）

平平
成成
１１９９
年
版
岐岐
阜阜
県県
民民
手
帳帳
予予
約約
受
付付
中中

〜
一一
家
に
一一
冊冊
、
便便
利利
な
手
帳帳
を
〜

皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

岐
阜
県
民
手
帳
の
平
成
１９
年
版
が
、
岐
阜
県

統
計
協
会
か
ら
発
行
さ
れ
ま
す
。
県
勢
、
市

町
村
勢
が
一
目
で
わ
か
る
最
新
の
数
値
を
掲

載
し
た
各
種
統
計
資
料
、
日
常
生
活
に
役
立

つ
事
項
な
ど
を
収
録
し
た
便
利
で
使
い
や
す

い
手
帳
で
す
。
現
在
予
約
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

■
手
帳
の
規
格

・
価
格

４
８
０
円
（
税
込
）

・
サ
イ
ズ

１
７．

３
㎝
×
９．

１
㎝

・
総
ペ
ー
ジ
数

約
１
８
０
ペ
ー
ジ

・
表
紙

ソ
フ
ト
ビ
ニ
ー
ル

・
表
紙
の
色

紺
、
エ
ン
ジ
、
グ
レ
ー
、

サ
ッ
ク
ス
ブ
ル
ー

■
手
帳
配
布
時
期

１１
月
下
旬
（
予
定
）

■
申
し
込
み
方
法

ご
希
望
の
方
は
、
役
場

企
画
課
ま
た
は
各
振
興
事
務
所
ヘ
８
月
２５
日

（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

町税などの納期限のお知らせ
７月３１日（月）は、固定資産税（２期分）、

国民健康保険税（３期分）の、

８月３１日（木）は、町（県）民税（２期分）、

国民健康保険税（４期分）、

介護保険料（３期分）の納期限です。

納め忘れのないように、早めに納めましょう。

また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに預貯金残額

の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で！

待遇・その他

修学年限４年

卒業後１年で

３等陸・海・空尉

修学年限６年

医師免許取得後

２等陸・海・空尉

修業年限３年

看護師免許取得後

２等陸曹

◇１８年１０月採用予定の２士は、９月１日まで受け付けております。

※１０月採用は、海・空の予定（試験日：９月２日 岐阜基地）

◇１９年３・４月採用の航空学生（パイロット）、一般曹候補学生などは、９月８日まで受け付けております。

※詳しいお問い合せは、大垣市林町５－１８ 光和ビル２Ｆ「自衛隊岐阜地方連絡部 大垣事務所」まで
TEL ０５８４－７３－１１５０ URL http : ／／www.gifu.plo.jda.go.jp

試験期日

９月２３・２４日

１次試験

１１月１１・１２日

２次試験

１２月１２～１５日

１次：１１月４・５日

２次：１２月６～８日

１次：１０月１５日

２次：１１月１８・１９日

受付期間

９月５日

～

９月７日

９月８日

～
９月２９日

資 格

高卒（見込含む）

２１歳未満の者

（高等学校長などの推

薦が必要です）

高卒（見込含む）

２１歳未満の者

高卒（見込含む）

２４歳未満の者

募集予定人員

人文・社会科学専攻

約２０名（うち女子約５名）

理工学専攻

約８０名（うち女子約５名）

人文・社会科学専攻

約６５名（うち女子約５名）

理工学専攻

約２９５名（うち女子約２０名）

約７５名

陸 約７０名

募集種目

推

薦

一

般

防衛医科大学校

（将来の医師を養成）

看護学生

（将来の看護師を養成）

その他

防衛大学校

（将来の指

揮官などを

養成）
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川川
に
関関
す
る
「
ふ
れ
あ
い
懇懇
談談
会
」
開開
催催
の
ご
案案
内内

木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所
と
揖
斐
川
町
で

は
、
安
全
・
安
心
で
自
然
豊
か
な
揖
斐
川
の

整
備
と
管
理
の
更
な
る
充
実
を
図
る
た
め

『
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
』
を
共
同
で
開
催
し
ま

す
。
沿
川
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
揖
斐
川

を
巡
視
し
、
こ
れ
か
ら
の
川
づ
く
り
に
関
す

る
ご
意
見
を
お
聞
き
し
ま
す
。
参
加
す
る
に

は
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
次
の
と

お
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

８
月
１９
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
１２
時

■
集
合
場
所

揖
斐
川
町
役
場

■
内

容

揖
斐
川
巡
視
と
懇
談
会

■
申
し
込
み
方
法

木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w

w
w
.cbr.m

lit.go.jp/kisojyo/

か
ら
印
刷
し
た
『
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
』
の

応
募
用
紙
、
ま
た
は
役
場
な
ど
に
置
い
て

あ
る
応
募
用
紙
で
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
用
紙
の
配
布
は
７
月
３１
日

か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
間

７
月
３１
日
（
月
）
〜
８
月
１１

日
（
金
）（
必
着
）

【
お
問
い
合
せ
先
】
国
土
交
通
省
木
曽
川
上

流
河
川
事
務
所

調
査
課

℡
０
５
８
‐
２
５
１
‐
１
１
２
５

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

「
土土
地地
利利
用用
に
関関
す
る
意意
見見
交交
換換
会会
」
参
加
者
募募
集

土
地
を
ど
う
使
え
ば
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
互
い
に
意
見
を
言

い
、
聴
き
、
一
緒
に
考
え
る
意
見
交
換
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
開
催
日
お
よ
び
場
所

８
月
２８
日
（
月
）

中
濃
総
合
庁
舎
（
美
濃
市
）

８
月
３１
日
（
木
）

瑞
浪
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー（
瑞
浪
市
）

９
月
７
日
（
木
）

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
（
大
垣
市
）

９
月
１２
日
（
火
）

飛
騨
・
世
界
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー（
高
山
市
）

９
月
１６
日
（
土
）

長
良
川
国
際
会
議
場
（
岐
阜
市
）

■
開
催
時
間

午
後
１
時
〜
４
時

■
申
し
込
み
方
法

氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
、参
加
希
望
会
場
を
明
記
し
、郵

送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
締
め
切
り

８
月
１８
日
（
金
）

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先

〒
５
０
０
‐
８
５
７
０

（
住
所
不
要
）

岐
阜
県
都
市
政
策
課

土
地
計
画
調
査
担
当

℡
０
５
８
‐
２
７
２
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
７
５
９
）

FAX
０
５
８
‐
２
７
１
‐
７
６
８
６

E
-m
ail：

c
11654@

pref.gifu.lg.jp

町町
営
住
宅宅
入入
居
者者
募募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
町
営
住
宅

・
住

所

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６
番
地

・
募
集
戸
数

１
戸（
２
号
棟
２
０
４
号
室
）

・
建
設
年
度

昭
和
６１
年
度

・
構
造
な
ど

中
層
耐
火
構
造
３
階
建
て

・
間

取

り

３
Ｄ
Ｋ

・
駐

車

場

１
台

・
家

賃

１
６，

７
０
０
円
〜

・
そ

の

他

浴
槽
・
風
呂
が
ま
は
入
居
者

持
込
に
な
り
ま
す
。
家
賃
の
他
に
共
益
費

（
浄
化
槽
の
使
用
料
・
共
用
部
分
の
電
気

料
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

◎
水
道：

上
水
道

◎
下
水：

共
用
浄
化
槽

②
島
町
営
住
宅

・
住

所

揖
斐
川
町
島
１
４
２
番
地

・
募
集
戸
数

２
戸（
２
０
１
号
室
、３
０
７
号
室
）

・
建
設
年
度

平
成
１０
年
度

・
構
造
な
ど

中
層
耐
火
構
造
３
階
建
て

・
間

取

り

３
Ｄ
Ｋ

・
駐

車

場

１
台

・
家

賃

２
３，

２
０
０
円
〜

・
そ

の

他

家
賃
の
他
に
共
益
費
（
浄
化

槽
の
使
用
料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な

ど
）
が
必
要
で
す
。

◎
水
道：
上
水
道

◎
下
水：

共
用
浄
化
槽

《
共
通
事
項
》

■
敷

金

家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

揖
斐
川
町
内
に
在
住
も
し
く

は
在
勤
（
勤
務
予
定
で
も
可
）
に
限
る
。

※
そ
の
他
所
得
要
件
あ
り

■
募
集
期
間

８
月
１
日（
火
）〜
１５
日（
火
）

■
入
居
予
定
日

平
成
１８
年
９
月
１
日

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
０
４
）

夏
休
み
親親
子
食食
農
体体
験験

親
子
で
楽
し
く
作
っ
て
食
べ
よ
う
手
作
り

ソ
ー
セ
ー
ジ

■
日

時

８
月
２２
日
（
火
）

１３
時
３０
分
〜
１６
時

■
場

所

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
調
理
室

■
内

容

親
子
で
楽
し
く
ソ
ー
セ
ー
ジ
作

り
を
体
験
し
ま
す
。

■
定

員

先
着
２０
組

■
対

象

揖
斐
川
町
内
小
学
生
親
子

■
参
加
費

無
料

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
飲
み
物

■
申
込
期
間

８
月
１
日（
火
）〜
１５
日（
火
）

■
申
込
先

揖
斐
川
町
女
性
農
業
経
営
ア
ド

バ
イ
ザ
ー

山
川
房
子

℡
２
２
‐
６
７
４
１

FAX
２
２
‐
４
１
３
２

久
瀬瀬
花
き
品品
評評
会
開開
催催

第
７
回
久
瀬
花
き
品
評
会
が
次
の
と
お
り

行
わ
れ
ま
す
。
久
瀬
地
区
で
生
産
さ
れ
品
評

会
に
出
展
さ
れ
た
花
き
の
一
般
公
開
や
即
売

会
も
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
期

日

８
月
１
日
（
火
）

■
会

場

久
瀬
公
民
館

■
日

程

審

査

１０
時
１５
分
〜
１０
時
４５
分

表

彰

式

１１
時
〜
１１
時
３０
分

一
般
公
開

１１
時
〜
１５
時
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木木
の
国国
・
山
のの
国国
県県
民民
運
動動

「
千千
年
のの
森森
バ
ス
ツ
ア
ー
」
参
加
者
募募
集

今
年
５
月
に
「
岐
阜
県
森
林
づ
く
り
基
本

条
例
」
が
施
行
さ
れ
、
県
で
は
、
県
民
み
ん

な
で
森
林
づ
く
り
を
支
え
る
県
民
参
加
型
の

「
木
の
国
・
山
の
国
県
民
運
動
」
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
今
回
、
森
林
に
つ
い
て
学
び
、

体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
千
年
の
森
バ

ス
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
す
。

■
期

日

８
月
２６
日
（
土
）

■
場

所

揖
斐
川
町
内

■
内

容

美
束
杉
の
巨
樹
見
学
、
長
者
平

周
辺
森
林
見
学
、
森
の
文
化
博
物
館
見
学
、

森
の
作
業
実
演

■
集
合
（
解
散
）
時
間
・
場
所

集
合

解
散

Ｊ
Ｒ
大
垣
駅

８
時
３０
分

１７
時
００
分

近
鉄
揖
斐
駅

９
時
１５
分

１６
時
１５
分

揖
斐
総
合
庁
舎

９
時
３０
分

１６
時
００
分

■
対

象

県
内
在
住
の
方

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
募
集
人
員

４０
名

■
参
加
費

無
料
（
昼
食
・
飲
み
物
は
持

参
）
各
種
体
験
（
入
浴
含
む
）
を
参
加
希

望
の
方
は
実
費
負
担

■
申
し
込
み
方
法

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
メ
ー
ル
で
、
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
集
合
時
間
を
明

記
し
、
８
月
１５
日
（
火
）（
必
着
）
ま
で
に

次
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

し
、
そ
の
結
果
を
実
施
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
郵
送
で
ご
連
絡
し
ま
す
。

日
程
・
持
ち
物
な
ど
詳
細
は
参
加
者
決

定
後
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

荒
天
時
に
は
、
変
更
・
中
止
の
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
せ
・
申
込
先

揖
斐
農
林
事
務

所
林
業
課
林
務
担
当
〒
５
０
１
‐
０
６
０
３

揖
斐
川
町
上
南
方
１
‐
１

℡
０
５
８
５
‐
２
３
‐
１
１
１
１（
内
線
４
２
２
）

FAX
０
５
８
５
‐
２
２
‐
６
７
２
５

E
-m
ail：

c
24803@

pref.gifu.lg.jp

八
月
八
日
は
「
ぎ
ふ
山
の
日
」

八
月
は「
ぎ
ふ
の
山
に
親
し
む
月
間
」で
す
。

家
庭庭
で
も
電電
気
の
安安
全全
点点
検検
を
！

８
月月
は
「
電電
気気
使
用用
安安
全全
月月
間間
」
で
す

高
温
多
湿
の
夏
場
は
１
年
の
う
ち
で
感
電

や
電
気
事
故
の
最
も
多
い
季
節
で
す
。
こ
の

た
め
、
経
済
産
業
省
の
主
唱
の
も
と
、
８
月

を
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
と
し
て
、
全
国

一
斉
に
電
気
使
用
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

◎
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

・
傷
ん
だ
電
線
、
コ
ー
ド
を
使
っ
て
い
ま
せ

ん
か

・
洗
濯
機
、
電
子
レ
ン
ジ
に
ア
ー
ス
線
を
取

り
付
け
て
あ
り
ま
す
か

・
漏
電
遮
断
器
は
取
り
付
け
て
あ
り
ま
す
か

・
１
つ
の
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
た
く
さ
ん
の
電

気
を
使
っ
て
い
ま
せ
ん
か

電
気
の
ご
相
談
は

（
財
）中
部
電
気
保
安
協
会

大
垣
事
務
所

℡
０
５
８
４
‐
８
８
‐
０
１
８
８

「
走走
る
県県
政政
バ
ス
」
参
加
者
募募
集集

■
日

時

８
月
２８
日
（
月
）

９
時
〜
１７
時
（
予
定
）

■
集
合
場
所

揖
斐
総
合
庁
舎：

８
時
３０
分

西
濃
総
合
庁
舎：

９
時

■
行
き
先

岐
阜
県
警
察
本
部
↓
岐
阜
県
世

界
淡
水
魚
園
水
族
館
「
ア
ク
ア
・
ト
ト
岐

阜
」
↓
岐
阜
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー

■
募
集
人
員

西
濃
地
域
に
在
住
す
る
小
学

生
と
保
護
者

４０
名
（
２０
組
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
参
加
費

無
料
（
た
だ
し
、
入
場
料
、
昼

食
な
ど
の
飲
食
代
、
集
合
場
所
ま
で
の
交

通
費
は
自
己
負
担
）

■
申
し
込
み
方
法

往
復
は
が
き
で
（
１
枚

に
つ
き
４
名
ま
で
）
往
信
欄
に
①
参
加
人

数
、②
応
募
者
全
員
の
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）

・
年
齢
・
性
別
、
③
代
表
者
の
氏
名
・
郵

便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
、
④
乗
車
地

（
西
濃
総
合
庁
舎
ま
た
は
揖
斐
総
合
庁

舎
）

返
信
の
あ
て
先
に
代
表
者
の
住
所

・
氏
名
を
記
入
し
、
次
ま
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

〈
送
付
先
〉
〒
５
０
３
‐
０
８
３
８

大
垣
市
江
崎
町
４
２
２
‐
３

西
濃
振
興

局

振
興
課

防
災
生
活
担
当

宛

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
な
ど
で
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

■
申
込
期
限

８
月
１１
日
（
金
）

当
日
消
印
有
効

【
お
問
い
合
せ
先
】
西
濃
振
興
局

振
興
課

℡
０
５
８
４
‐
７
３
‐
１
１
１
１
（
内
線

２
１
６
）

リ
ニ
ア
親親
子
試
乗
会
参
加
者
募募
集

■
期

日

８
月
３０
日
（
水
）

■
場

所

山
梨
リ
ニ
ア
実
験
セ
ン
タ
ー

（
山
梨
県
都
留
市
）

※
集
合
場
所
か
ら
は
バ
ス
で
往
復

■
参
加
費

無
料
（
た
だ
し
、
集
合
場
所
ま

で
の
交
通
費
、
昼
食
費
は
自
己
負
担
）

■
対

象

県
内
に
在
住
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
（
２０
歳
以
上
）
２
人
１
組

Ａ
・
Ｂ
各
コ
ー
ス
２０
組
（
４０
人
）

■
集
合
場
所

・
Ａ
コ
ー
ス
（
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
、
Ｊ
Ｒ
美
濃
太

田
駅
、
Ｊ
Ｒ
多
治
見
駅
）

・
Ｂ
コ
ー
ス
（
Ｊ
Ｒ
高
山
駅
、
Ｊ
Ｒ
下
呂
駅
、

Ｊ
Ｒ
中
津
川
駅
）

■
応
募
方
法

８
月
１６
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

官
製
は
が
き
に
希
望
す
る
コ
ー
ス
・
集
合

場
所
、
保
護
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
日
中
の
連
絡
先
電
話
番
号
、
小
学

生
と
の
続
柄
、
小
学
生
の
氏
名
、
性
別
、

学
年
を
明
記
し
、
〒
５
０
０
‐
８
５
７
０

岐
阜
市
薮
田
南
２
‐
１
‐
１

県
庁
公
共

交
通
課
「
リ
ニ
ア
親
子
試
乗
会
」
係
へ
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
、
当

選
者
に
は
８
月
２１
日
ま
で
に
電
話
連
絡
を

し
ま
す
。
（
残
念
な
が
ら
抽
選
に
も
れ
た

方
に
は
連
絡
を
し
ま
せ
ん
の
で
予
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。）

【
お
問
い
合
せ
先
】
県
庁
公
共
交
通
課
「
リ

ニ
ア
親
子
試
乗
会
担
当
」

℡
０
５
８
‐
２
７
２
‐
１
１
１
１
（
内
線

２
７
３
４
）
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Information Room

揖揖
斐
川川
町町
Ｉ
Ｔ
講講
習
会
参
加
者
募募
集

町
で
は
、
初
心
者
の
方
を
対
象
に
�
パ
ソ

コ
ン
＆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座
�
を
行
い
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
を
買
っ
た
け
ど
使
い
方
が
わ

か
ら
な
い
。
今
に
な
っ
て
周
り
の
人
に
聞
き

づ
ら
い
と
い
う
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
程

１
日
目

パ
ソ
コ
ン
基
本
講
座

２
日
目

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＆
電
子
メ
ー

ル
講
習

■
日
時
・
場
所

〈
久
瀬
会
場
〉

久
瀬
振
興
事
務
所

・
第
１
グ
ル
ー
プ

９
月
６
日
（
水
）、７
日
（
木
）

１０
時
〜
１６
時

・
第
２
グ
ル
ー
プ

９
月
９
日
（
土
）、１０
日
（
日
）

１０
時
〜
１６
時

○
定
員

８
名
（
各
グ
ル
ー
プ
）

〈
藤
橋
会
場
〉

藤
橋
振
興
事
務
所

・
第
３
グ
ル
ー
プ

９
月
１３
日
（
水
）、１４
日
（
木
）

１０
時
〜
１６
時

○
定
員

８
名

〈
春
日
会
場
〉

春
日
振
興
事
務
所

・
第
４
グ
ル
ー
プ

９
月
２７
日
（
水
）、２８
日
（
木
）

１０
時
〜
１６
時

・
第
５
グ
ル
ー
プ

９
月
３０
日
（
土
）、１０
月
１
日
（
日
）

１０
時
〜
１６
時

○
定
員

８
名
（
各
グ
ル
ー
プ
）

■
参
加
費

材
料
費
、
消
耗
品
費
と
し
て
、

１
人
２
０
０
円
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

揖
斐
川
町
役
場
情
報
政

策
課
お
よ
び
各
振
興
事
務
所
振
興
課
に
申

し
込
み
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
受
付
開
始
日

８
月
７
日
（
月
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
情
報
政

策
課

℡
２
１
‐
３
１
７
１

揖
斐
川
町
上
南
方
１
６
５
‐
１
０

（「
揖
斐
郡
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ
」

揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー
西
隣
）

じじ
ゅゅ
うう
しし
ちち
やや

谷谷
汲
山
「
お
十
七
夜夜
」
コ
ン
サ
ー
ト
開開
催催

古
寺
の
灯
篭
火
に
よ
る
夏
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。

■
場

所

谷
汲
山
華
厳
寺
境
内

放
生
池
前

■
日

時

８
月
１７
日
（
木
）

午
後
７
時
３０
分
〜
午
後
８
時
３０
分

■
演
奏
者

揖
斐
川
町
内
文
化
サ
ー
ク
ル

ほ
か

■
入
場
料

無
料

■
主

催

谷
汲
門
前
街
並
づ
く
り
委
員
会

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
観
光
プ
ラ
ザ

℡
５
５
‐
２
０
２
０

岐岐
阜阜
県県
子
育育
て
家
庭庭
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ーー

ン
事
業
が
８
月月
１
日日
ス
タ
ーー
ト
し
ま
す

子
育
て
家
庭
を
地
域
社
会
全
体
で
応
援
し

て
い
く
事
業
が
８
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

■
事
業
の
対
象
と
な
る
方

県
内
に
在
住
す
る
１８
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

が
い
る
世
帯
の
方
（
お
子
さ
ん
が
１８
歳
に
な

っ
て
最
初
に
迎
え
る
３
月
３１
日
ま
で
は
有
効

で
す
）

■
事
業
の
内
容

対
象
と
な
る
世
帯
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、

カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

参
加
店
舗
で
カ
ー
ド
を
見
せ
る
と
、
買
い
物

の
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
の
加
算
や
、
割
引
な

ど
の
「
特
典
」
が
受
け
ら
れ
た
り
、
買
い
物

中
の
託
児
や
歩
行
器
、
ク
ー
ハ
ン
、
幼
児
用

椅
子
の
無
料
貸
出
、
ミ
ル
ク
用
の
お
湯
の
提

供
な
ど
の
「
支
援
」
が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み

で
す
。

※
「
特
典
」、「
応
援
」
は
参
加
店
舗
の
善
意

に
よ
る
も
の
で
、
参
加
店
舗
ご
と
に
異
な
り

ま
す
。
ご
利
用
前
に
必
ず
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
参
加
店
舗

参
加
店
舗
に
は
県
よ
り
ス
テ
ッ
カ
ー
が
配

布
さ
れ
、
店
頭
に
掲
示
さ
れ
ま
す
。
店
舗
の

参
加
申
し
込
み
（
随
時
）
は
、
県
総
合
政
策

課
へ
お
願
い
し
ま
す
。
（
提
供
い
た
だ
く
特

典
・
応
援
へ
の
補
填
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
特
典
・
応
援
内
容
の
確
認

カ
ー
ド
申
請
時
に
、
参
加
店
舗
の
名
称
、

所
在
地
、
特
典
・
応
援
内
容
が
記
載
さ
れ
た

一
覧
を
お
渡
し
し
ま
す
。

ま
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
確
認
で
き
ま
す
。

■
カ
ー
ド
の
申
請
方
法

申
請
書
と
１８
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
（
保
険
証
な
ど
）

を
持
参
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
カ
ー
ド
の
申
請
先

市
町
村
役
場
ま
た
は
県
振
興
局
・
事
務
所

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
受
付
担
当
窓
口

仕
事
の
都
合
な
ど
で
、
窓
口
で
申
請
で
き

な
い
方
は
、
県
振
興
局
・
事
務
所
へ
郵
送
申

請
が
で
き
ま
す
。
（
申
請
書
、
１８
歳
未
満
の

お
子
さ
ん
が
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

の
コ
ピ
ー
、
返
信
用
１
４
０
円
切
手
を
必
ず

同
封
の
上
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。）

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
子
育
て
支
援
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

西
濃
振
興
局
揖
斐
事
務
所

℡
２
３
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
１
０
）

県
総
合
政
策
課

℡
０
５
８
‐
２
７
２
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
０
６
１
）
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カカッッパパのの河河太太郎郎とと映映画画会会

アアイイスス エエイイジジ２２ 上上映映
時時間間 夜夜６６時時～～７７時時３３００分分

場場所所 揖揖斐斐川川町町中中央央公公民民館館
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